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輝け！アスリートたち

学びのフィールドを広げて

キャリア支援課だより

がんばろう日本！！～東日本大震災に寄せて～
研究室だより

教育最前線「岐阜県商工会連合会との連携協定締結」等

キャンパス彩々

オープンキャンパス日程／父母懇談会日程／教職員人事
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来春開設！
公共政策学科が目指すもの
【特集2】6

経営学部強化への取組

オープンキャンパスを開催します
　
今
年
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、「
岐
阜
経
済
大
学
の
す
べ
て
を
見
て
く
だ

さ
い
」
で
す
。

　
メ
イ
ン
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
在
学
生
が
本
学
に
入
学
し
た

理
由
・
現
在
勉
強
し
て
い
る
こ
と
・
下
宿
生
活
・
ク
ラ
ブ
活
動
・
ア
ル

バ
イ
ト
な
ど
の
学
生
生
活
を
紹
介
す
る
「
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
」、
大
学
な
ら

で
は
の
授
業
を
体
験
で
き
る
「
ゼ
ミ
体
験
」、
情
報
施
設
や
体
育
館
・
図

書
館
・
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
学
習
環
境
を
見
学
す
る
「
キ
ャ
ン
パ
ス

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
」
な
ど
様
々
な
企
画
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
マ
ン
ス
リ
ー
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
個
別
に
皆
さ

ん
の
知
り
た
い
こ
と
に
お
答
え
し
、

見
た
い
と
こ
ろ
に
ご
案
内
し
ま
す
。

大
学
選
び
の
一
歩
と
し
て
岐
阜
経

済
大
学
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
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勝田 美穂
経済学部教授
法政大学大学院
社会科学研究科
博士後期課程修了

菊本　舞
経済学部准教授
金沢大学大学院

社会環境科学研究科
博士後期課程修了

塚谷 文武
経済学部准教授

大阪市立大学大学院
経済学研究科

後期博士課程修了

伊藤 範子
学生課主査

（保健室勤務）
浜松医科大学大学院
医学系研究科修了

冨永 和哉
総務課主事
富山大学卒業

棚橋 智彦
財務課長補佐
早稲田大学卒業

松原 千里
教務課主事

岐阜経済大学卒業

石坂 信一郎
経営学部准教授
専修大学大学院
商学研究科
修士課程修了

今井 良幸
経済学部講師

名城大学法学研究科
博士後期課程修了

伊藤 嘉人
経営学部講師

日本体育大学大学院
体育科学研究科
博士前期課程修了

川﨑 千明
スポーツ指導職員
日本体育大学大学院
博士前期課程修了

勝俣  康之
嘱託（学生課スポーツ振興室）
順天堂大学大学院

スポーツ健康科学研究科
博士前期課程修了

長瀬　信
キャリアアドバイザー

田中 俊彦
入試広報課長補佐
関西学院大学卒業

布本 俊一
キャリアアドバイザー

2011
年度

●メインオープンキャンパス

●大学祭オープンキャンパス
●クリスマスオープンキャンパス
●マンスリーオープンキャンパス

●スプリングオープンキャンパス

7/10（日）、7/31（日）、8/21（日）、
9/11（日）、10/9（日）
11/19日（土）、11/20（日）
12/23（金・祝）
4/16（土）、5/21（土）、6/18（土）、
2012年1/21（土）、2/11（土・祝）
2012年3/20（火・祝）

日 程 （時間：■：■～■：■）

2011年度親和会総会・
父母懇談会を開催します！

　
ご
父
母
の
皆
さ
ま
と
大
学
と
の

相
互
理
解
を
深
め
る
た
め
、
今
年

も
親
和
会
と
の
共
催
に
よ
る
父
母

懇
談
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
当
日
は
大
学
の
近
況
、
成
績
及

び
就
職
に
関
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
の

ほ
か
、
日
ご
ろ
の
疑
問
点
や
悩
み

を
直
接
お
聞
か
せ
い
た
だ
く
個
別

懇
談
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
同
郷
の
ご
父
母
の

皆
さ
ま
同
士
の
つ
な
が
り
も
深
め

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
今
年
も
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

会場一覧

開 催 日

地　　区

会　　場

開始時刻

6 / 18（土） 7/ 3（日）6 / 26（日）

本学会場 富山会場沖縄会場

総　　　会：10時
父母懇談会：11時 13　時11　時

岐阜経済大学
大垣市北方町5-50
☎0584-77-3511

パレブラン高志会館
富山市千歳町1-3-1
☎076‐441‐2255

ホテルJALシティ那覇
那覇市牧志1-3-70
☎098-866-2580

（設置届出済）
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特 集 来春開設！

来春（2012年4月）、現行の経済学部臨床福祉コミュニティ学科を改組して、「公共政策学科」を開設します。

公共政策学科が現代社会から求められているもの
　2012年春、臨床福祉コミュニティ学科を発展的に改組
し、公共政策学科を新設します。現代社会を取り巻く環境
は、劇的に変化し、｢国際化｣・｢複雑化｣・｢多様化｣といった
様々な課題がみられるようになりました。例えば、少子高
齢化、雇用、教育、環境といった問題が挙げられます。また、
高齢者の孤立死や所在不明高齢者の存在が明るみに出る
など、｢無縁社会｣も問題となっています。このような現代
社会における様々な課題を真正面から受け止め、地域の福
祉社会を築いていくには、行政や地域コミュニティ、企業
など分野横断的に様々な公共政策との協働が必要不可欠
となります。そのような社会状況を鑑み、より広範な鳥瞰
的視座から、｢公共課題｣を捉え適切に対応のできる人材の
育成が、社会的にも喫緊の課題となっています。本学では、
地域社会の課題を捉え、政策を立案し、新しい「公共政策」
を切りひらく人材を育成することを目指します。

公共マネジメントコースと社会福祉コース

公共マネジメントコース

将来において、公共政策の担い手、すなわち
広い意味での公務員（Public Servant）として社会
に貢献する人材を育成するコースです。益々増大する
「公共課題」に対して、住民により身近な基礎自治体（市
町村）や広域自治体（都道府県）といった地方公共団体が
担う役割そして責任は、近年極めて重要なものとなってい
ます。そして「新しい公共」が模索されている昨今、「民間・
企業」や「市民」と協働して地方自治を展開できる公務員
が求められています。本コースは、地域の課題を発見
し、それを市民とともに解決しようとする政策立
案能力や実践行動力を養い、住民と共によ
り良い地域づくりを目指して貢献で

きる人材を養います。

公共マネジメントコース

将来において地域福祉の担い手として社
会に貢献できる人材を育成します。福祉ニーズ
を理解し、個々の状況に応じた自立した生活、自
己実現のあり方について学びます。相談援助の専
門職や地域社会での貢献のできるNPOやボラン
ティアの担い手となる人材を育てます。また、国家
資格である社会福祉士の取得を目指します。

社会福祉コース

現代の地域社会が抱える身近な課題について、市民との協働を通じて理解を深め、公共政策のあり方、
そしてより良い｢社会｣の構築に向けた、その第一歩を、本学の公共政策学科での学びの中で培ってほしいと思います。
本学での学びが「公共性」という無限の広がりと可能性をもつ領域で、創造性豊かな議論の場となることを期待しています。

特 集 来春開設！来春開設！来春開設！

来春（2012年4月）、現行の経済学部臨床福祉コミュニティ学科を改組して、「公共政策学科」を開設します。

公共政策学科が目指すもの公共政策学科が目指すもの

コースの紹介

公共

●国家・政府
●地方自治体

共治

●民間・企業
●NPO
●市民

　将来において公共部門の担い手、すなわち広い意
味の公務員（Public Servant）として社会に貢献する
コースです。地域の課題を発見し、それを解決する
政策立案能力や行政と市民との有機的連携を構築
する力を養います。そのために行政学や地方自治論、
公共政策論、地域経済論などを深く学びます。

社会福祉コース
　将来において地域福祉の担い手として社会に貢献
する人材を育成するコースです。地域の生活課題を
発見し、人々を援助し、すべての人々が自立した人間と
して生きることができる地域社会を構想し、実践する力
を養います。そのために、地域社会の経済社会全般を
深く学ぶとともに、福祉学を広く学びます。本コース
では、社会福祉士国家試験受験資格が得られます。

公共政策公共政策

（設置届出済）

公共政策学科に
　　　　 期待すること

　新
学
科
の
抱
負
に
先
立
ち
、こ
の
た
び
の
東
日
本
大

震
災
に
よ
り
、お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
に
心
よ

り
お
悔
や
み
を
、ま
た
、い
ま
な
お
不
安
な
毎
日
を
送

ら
れ
て
い
る
被
災
さ
れ
た
皆
様
へ
、謹
ん
で
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。一
日
も
早
く
復
興
で
き
ま
す
よ

う
、本
学
と
し
て
も
出
来
る
限
り
の
こ
と
を
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　さ
て
、本
学
は
、２
０
１
２
年
４
月
に
経
済
学
部
の

も
と
に「
公
共
政
策
学
科
」を
開
設
し
ま
す（
設
置
届
出

済
）。本
学
科
は
、「
協
働
」と｢

共
生｣

に
も
と
づ
く
新
し

い
地
域
づ
く
り
の
理
論
と
実
践
を
学
び
、卒
業
後
は
公

務
員
な
ど
広
く
公
共
分
野
で
活
躍
す
る
人
材
を
育
成

す
る
学
科
で
す
。

　い
ま
、地
域
社
会
は
、グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
少
子
・
高
齢

化
の
も
と
で
大
き
な
変
化
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。昨

年「
無
縁
社
会
」と
い
う
言
葉
が
流
行
語
に
な
っ
た
よ
う

に
、都
市
で
も
農
村
で
も
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
崩
壊

し
、人
と
人
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
っ
て
い
ま
す
。今

日
ほ
ど
、自
治
会
な
ど
の
各
種
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
、企
業
の
社
会
貢
献
活
動
等
々
、市
民
一
人
ひ

と
り
が「
公
共
の
志
」を
も
ち
、行
政
と
と
も
に
新
し
い

地
域
社
会
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
時
代
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　本
学
は
、１
９
６
７
年
に
、大
垣
市
を
中
心
と
す
る

地
元
の
自
治
体
、産
業
界
、教
育
界
の
支
援
を
受
け
て

創
設
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
創
設
の
経
緯
か
ら
明

ら
か
な
よ
う
に
、本
学
は
、「
地
域
と
の
共
生
」を
建
学

の
精
神
＝
教
育
理
念
と
し
、地
域
に
有
為
な
人
材
の
養

成
に
つ
と
め
て
き
ま
し
た
。そ
の
意
味
で
、新
し
い
地

域
社
会
の
担
い
手
を
育
成
す
る
公
共
政
策
学
科
の
開

設
は
、地
元
の
方
々
に
恩
返
し
が
で
き
る
、そ
の
絶
好

の
機
会
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　２
年
前
に
経
済
学
部
に
企
業
人
育
成
コ
ー
ス
を
設

置
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、西
濃
運
輸
、イ
ビ
デ
ン
、太
平

洋
工
業
、大
垣
共
立
銀
行
な
ど
地
元
の
有
力
企
業
１７
社

の
ご
協
力
を
得
て
、企
業
幹
部
の
方
々
に
も
講
義
を
し

て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。こ
う
し
た
企
業
人
育
成
コ
ー

ス
に
加
え
、今
回
の
公
共
政
策
学
科
の
開
設
を
機
に
、

公
共
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
を
設
置
し
、市
や
県
な
ど

自
治
体
の
幹
部
の
方
々
に
も
講
義
を
し
て
い
た
だ
く

予
定
で
す
。ま
た
、１
〜
４
年
生
の
一
貫
し
た「
公
務
員

養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
用
意
し
、公
務
員
試
験
の
た
め

の
準
備
教
育
も
徹
底
し
ま
す
。さ
ら
に
、社
会
福
祉

コ
ー
ス
を
設
置
し
、ひ
き
つ
づ
き
社
会
福
祉
士
な
ど
地

域
の
福
祉
を
担
う
人
材
を
育
成
し
ま
す
。こ
れ
ら
の

コ
ー
ス
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、文
字
ど
お
り
、地
域
の

要
請
と
大
学
の
教
育
が
む
す
び
つ
き
、就
職
へ
の
道
も

開
け
ま
す
。

　今
回
の
未
曾
有
の
大
震
災
は
、市
民
の
命
を
守
る
防

災
と
医
療
・
福
祉
の
地
域
づ
く
り
を
い
か
に
進
め
る

か
、原
子
力
行
政
、エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
い
か
に
練
り

直
す
か
と
い
う
大
き
な
課
題
を
投
げ
か
け
て
い
ま
す
。

新
設
の
公
共
政
策
学
科
に
お
い
て
は
、こ
う
し
た
課
題

を
正
面
か
ら
受
け
と
め
、地
域
の
方
々
と
と
も
に
解
決

の
道
を
考
え
、実
践
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

学長 谷江  幸雄
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特 集 来春開設！

来春（2012年4月）、現行の経済学部臨床福祉コミュニティ学科を改組して、「公共政策学科」を開設します。

公共政策学科が現代社会から求められているもの公共政策学科が現代社会から求められているもの
　2012年春、臨床福祉コミュニティ学科を発展的に改組
し、公共政策学科を新設します。現代社会を取り巻く環境
は、劇的に変化し、｢国際化｣・｢複雑化｣・｢多様化｣といった
様々な課題がみられるようになりました。例えば、少子高
齢化、雇用、教育、環境といった問題が挙げられます。また、
高齢者の孤立死や所在不明高齢者の存在が明るみに出る
など、｢無縁社会｣も問題となっています。このような現代
社会における様々な課題を真正面から受け止め、地域の福
祉社会を築いていくには、行政や地域コミュニティ、企業
など分野横断的に様々な公共政策との協働が必要不可欠
となります。そのような社会状況を鑑み、より広範な鳥瞰
的視座から、｢公共課題｣を捉え適切に対応のできる人材の
育成が、社会的にも喫緊の課題となっています。本学では、
地域社会の課題を捉え、政策を立案し、新しい「公共政策」
を切りひらく人材を育成することを目指します。

公共マネジメントコースと社会福祉コース

公共マネジメントコース

将来において、公共政策の担い手、すなわち
広い意味での公務員（Public Servant）として社会
に貢献する人材を育成するコースです。益々増大する
「公共課題」に対して、住民により身近な基礎自治体（市
町村）や広域自治体（都道府県）といった地方公共団体が
担う役割そして責任は、近年極めて重要なものとなってい
ます。そして「新しい公共」が模索されている昨今、「民間・
企業」や「市民」と協働して地方自治を展開できる公務員
が求められています。本コースは、地域の課題を発見
し、それを市民とともに解決しようとする政策立
案能力や実践行動力を養い、住民と共によ
り良い地域づくりを目指して貢献で

きる人材を養います。

公共マネジメントコース

将来において地域福祉の担い手として社
会に貢献できる人材を育成します。福祉ニーズ
を理解し、個々の状況に応じた自立した生活、自
己実現のあり方について学びます。相談援助の専
門職や地域社会での貢献のできるNPOやボラン
ティアの担い手となる人材を育てます。また、国家
資格である社会福祉士の取得を目指します。

社会福祉コース

現代の地域社会が抱える身近な課題について、市民との協働を通じて理解を深め、公共政策のあり方、
そしてより良い｢社会｣の構築に向けた、その第一歩を、本学の公共政策学科での学びの中で培ってほしいと思います。
本学での学びが「公共性」という無限の広がりと可能性をもつ領域で、創造性豊かな議論の場となることを期待しています。

公共政策学科が目指すもの公共政策学科が目指すもの

コースの紹介

公 私

公共

●国家・政府
●地方自治体

共治

●民間・企業
●NPO
●市民

　将来において公共部門の担い手、すなわち広い意
味の公務員（Public Servant）として社会に貢献する
コースです。地域の課題を発見し、それを解決する
政策立案能力や行政と市民との有機的連携を構築
する力を養います。そのために行政学や地方自治論、
公共政策論、地域経済論などを深く学びます。

社会福祉コース
　将来において地域福祉の担い手として社会に貢献
する人材を育成するコースです。地域の生活課題を
発見し、人々を援助し、すべての人々が自立した人間と
して生きることができる地域社会を構想し、実践する力
を養います。そのために、地域社会の経済社会全般を
深く学ぶとともに、福祉学を広く学びます。本コース
では、社会福祉士国家試験受験資格が得られます。

公共政策公共政策

地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治地方自治

社会福祉社会福祉社会福祉社会福祉社会福祉社会福祉社会福祉社会福祉社会福祉社会福祉社会福祉社会福祉社会福祉社会福祉社会福祉社会福祉社会福祉社会福祉社会福祉社会福祉社会福祉社会福祉社会福祉社会福祉社会福祉社会福祉社会福祉社会福祉社会福祉社会福祉社会福祉社会福祉社会福祉社会福祉社会福祉社会福祉社会福祉社会福祉社会福祉社会福祉社会福祉社会福祉社会福祉社会福祉社会福祉

公共政策公共政策公共政策

金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政金融・財政 政治・法律政治・法律政治・法律政治・法律政治・法律政治・法律政治・法律政治・法律政治・法律政治・法律政治・法律政治・法律政治・法律政治・法律政治・法律政治・法律政治・法律政治・法律政治・法律政治・法律政治・法律政治・法律政治・法律政治・法律政治・法律政治・法律政治・法律政治・法律政治・法律政治・法律政治・法律政治・法律政治・法律政治・法律政治・法律政治・法律政治・法律政治・法律政治・法律政治・法律政治・法律政治・法律政治・法律政治・法律政治・法律政治・法律政治・法律政治・法律政治・法律政治・法律政治・法律政治・法律政治・法律政治・法律政治・法律政治・法律政治・法律政治・法律政治・法律政治・法律政治・法律政治・法律政治・法律政治・法律政治・法律政治・法律政治・法律政治・法律

公共政策公共政策公共政策

都市計画都市計画都市計画都市計画都市計画都市計画都市計画都市計画都市計画都市計画都市計画都市計画都市計画都市計画都市計画都市計画都市計画都市計画都市計画都市計画都市計画都市計画都市計画都市計画都市計画都市計画都市計画都市計画都市計画都市計画都市計画都市計画都市計画都市計画都市計画都市計画都市計画都市計画都市計画都市計画都市計画都市計画都市計画都市計画都市計画都市計画都市計画都市計画都市計画都市計画都市計画都市計画都市計画都市計画都市計画都市計画都市計画都市計画都市計画都市計画都市計画都市計画都市計画都市計画都市計画都市計画都市計画都市計画都市計画都市計画都市計画都市計画都市計画都市計画都市計画都市計画 文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育文化・教育

（設置届出済）

公共政策学科に
　　　　 期待すること

　新
学
科
の
抱
負
に
先
立
ち
、こ
の
た
び
の
東
日
本
大

震
災
に
よ
り
、お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
に
心
よ

り
お
悔
や
み
を
、ま
た
、い
ま
な
お
不
安
な
毎
日
を
送

ら
れ
て
い
る
被
災
さ
れ
た
皆
様
へ
、謹
ん
で
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。一
日
も
早
く
復
興
で
き
ま
す
よ

う
、本
学
と
し
て
も
出
来
る
限
り
の
こ
と
を
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　さ
て
、本
学
は
、２
０
１
２
年
４
月
に
経
済
学
部
の

も
と
に「
公
共
政
策
学
科
」を
開
設
し
ま
す（
設
置
届
出

済
）。本
学
科
は
、「
協
働
」と｢

共
生｣

に
も
と
づ
く
新
し

い
地
域
づ
く
り
の
理
論
と
実
践
を
学
び
、卒
業
後
は
公

務
員
な
ど
広
く
公
共
分
野
で
活
躍
す
る
人
材
を
育
成

す
る
学
科
で
す
。

　い
ま
、地
域
社
会
は
、グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
少
子
・
高
齢

化
の
も
と
で
大
き
な
変
化
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。昨

年「
無
縁
社
会
」と
い
う
言
葉
が
流
行
語
に
な
っ
た
よ
う

に
、都
市
で
も
農
村
で
も
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
崩
壊

し
、人
と
人
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
っ
て
い
ま
す
。今

日
ほ
ど
、自
治
会
な
ど
の
各
種
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
、企
業
の
社
会
貢
献
活
動
等
々
、市
民
一
人
ひ

と
り
が「
公
共
の
志
」を
も
ち
、行
政
と
と
も
に
新
し
い

地
域
社
会
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
時
代
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　本
学
は
、１
９
６
７
年
に
、大
垣
市
を
中
心
と
す
る

地
元
の
自
治
体
、産
業
界
、教
育
界
の
支
援
を
受
け
て

創
設
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
創
設
の
経
緯
か
ら
明

ら
か
な
よ
う
に
、本
学
は
、「
地
域
と
の
共
生
」を
建
学

の
精
神
＝
教
育
理
念
と
し
、地
域
に
有
為
な
人
材
の
養

成
に
つ
と
め
て
き
ま
し
た
。そ
の
意
味
で
、新
し
い
地

域
社
会
の
担
い
手
を
育
成
す
る
公
共
政
策
学
科
の
開

設
は
、地
元
の
方
々
に
恩
返
し
が
で
き
る
、そ
の
絶
好

の
機
会
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　２
年
前
に
経
済
学
部
に
企
業
人
育
成
コ
ー
ス
を
設

置
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、西
濃
運
輸
、イ
ビ
デ
ン
、太
平

洋
工
業
、大
垣
共
立
銀
行
な
ど
地
元
の
有
力
企
業
１７
社

の
ご
協
力
を
得
て
、企
業
幹
部
の
方
々
に
も
講
義
を
し

て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。こ
う
し
た
企
業
人
育
成
コ
ー

ス
に
加
え
、今
回
の
公
共
政
策
学
科
の
開
設
を
機
に
、

公
共
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
を
設
置
し
、市
や
県
な
ど

自
治
体
の
幹
部
の
方
々
に
も
講
義
を
し
て
い
た
だ
く

予
定
で
す
。ま
た
、１
〜
４
年
生
の
一
貫
し
た「
公
務
員

養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
用
意
し
、公
務
員
試
験
の
た
め

の
準
備
教
育
も
徹
底
し
ま
す
。さ
ら
に
、社
会
福
祉

コ
ー
ス
を
設
置
し
、ひ
き
つ
づ
き
社
会
福
祉
士
な
ど
地

域
の
福
祉
を
担
う
人
材
を
育
成
し
ま
す
。こ
れ
ら
の

コ
ー
ス
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、文
字
ど
お
り
、地
域
の

要
請
と
大
学
の
教
育
が
む
す
び
つ
き
、就
職
へ
の
道
も

開
け
ま
す
。

　今
回
の
未
曾
有
の
大
震
災
は
、市
民
の
命
を
守
る
防

災
と
医
療
・
福
祉
の
地
域
づ
く
り
を
い
か
に
進
め
る

か
、原
子
力
行
政
、エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
い
か
に
練
り

直
す
か
と
い
う
大
き
な
課
題
を
投
げ
か
け
て
い
ま
す
。

新
設
の
公
共
政
策
学
科
に
お
い
て
は
、こ
う
し
た
課
題

を
正
面
か
ら
受
け
と
め
、地
域
の
方
々
と
と
も
に
解
決

の
道
を
考
え
、実
践
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

学長 谷江  幸雄
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　「公共マネジメントコース」は、公務員のように行政
面から社会に貢献してゆく人材を育成するために、
社会の仕組みを知り、地域の問題を探り、解決策を
見出す力を培います。また「社会福祉コース」は、全て
の人々が自立した人格として地域社会の担い手とな
るよう、社会環境の整備を促進する能力を有する人
材を育成することを目指します。

　公務員試験を受験する上で必要事項（文章理解、数的処
理、社会、理科等）を基礎から徹底的に学びます。

卒業後の進路

公務員・教養講座、
公務員基礎講座で
根本からみっちりと!!

公務員・教養講座、
公務員基礎講座で
根本からみっちりと!!

社会福祉
特別講座A～Dで
完璧な試験対策を!!

社会福祉
特別講座A～Dで
完璧な試験対策を!!

公務員・教養講座
　実際に公務員試験問題を解き、本番で対応できる力を養
います。

公務員基礎講座

社会福祉
特別講座

C

社会福祉
特別講座

D

社会福祉士国家試験対策として、「共通科目」を
中心に、必要とされる知識や考え方を学びます。

社会福祉
特別講座

B
社会福祉士国家試験対策として「専門科目」を
重点に、社会福祉実践現場において必要とさ
れる知識や考え方を学びます。

社会福祉
特別講座

A
社会福祉士国家試験の概要を学ぶとともに、
社会福祉士として実践現場において求められ
る基礎知識や考え方を学びます。

社会福祉士国家試験対策が目的。
上記A～Cで学んだ知識を過去問題や模擬問題
を実際に解き、国家資格の取得を目指します。

公務員試験対策科目
授業科目 単位 内容

現代公務員論

教養講座論文・専門記述

教養講座数学

教養講座社会科学Ⅰ

教養講座社会科学Ⅱ

教養講座自然科学

公務員基礎講座Ⅰ

公務員基礎講座Ⅱ

公務員基礎講座Ⅲ

公務員研究特論Ⅰ

公務員研究特論Ⅱ

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

公務の役割、公務員の役割、公務員の仕事

文章理解

数的処理の基礎

地理・歴史

公民・政経

理科

文章理解・資料解釈

一般知能理解

専門科目分野

専門試験対策（法律）

専門試験対策（経済）

教
養
講
座

公
務
員

基
礎
講
座

公
務
員

地方公務員（市町村職員、都道府県職員、警察、消防など）、国家公務員、
岐阜県コミュニティ診断士、まちづくりNPO法人職員、商工会議所、農業協同
組合、生活協同組合、コンサルタント業、小売業、公益法人職員、金融機関

公共マネジメントコース

社会福祉士、（老人福祉施設、地域包括支援センター、障がい者福祉施設、
児童福祉施設、社会福祉協議会、医療機関、NPO法人）等職員

社会福祉コース

社会福祉コースの

特色

社会福祉士課程科目

特色

社会福祉特別講座A～Dの特徴

授業科目 単位

社会福祉原論Ⅰ

社会福祉原論Ⅱ

地域福祉論

高齢者福祉論

障害者福祉論

児童福祉論

社会保障論

公的扶助論

社会調査

コミュニティワーク

相談援助の基盤と専門職

相談援助の理論と方法Ⅰ

相談援助の理論と方法Ⅱ

ソーシャルワーク演習Ⅰ

ソーシャルワーク演習Ⅱ

ソーシャルワーク演習Ⅲ

ソーシャルワーク演習Ⅳ

2

2

2

2

2

2

4

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

国
家
試
験
指
定
科
目

授業科目 単位

ソーシャルワーク演習Ⅴ

ソーシャルワーク実習指導Ⅰ

ソーシャルワーク実習指導Ⅱ

ソーシャルワーク実習指導Ⅲ

ソーシャルワーク実習

心理学

社会学

医学一般

福祉行財政と福祉計画

保健医療サービス

福祉サービスの組織と経営

就労支援と更生保護

権利擁護と成年後見

社会福祉特別講座Ａ

社会福祉特別講座B 

社会福祉特別講座C 

社会福祉特別講座D

2

2

2

2

4

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

国
家
試
験
指
定
科
目

対
策
講
座

るよう、社会環境の整備を促進する能力を有する人るよう、社会環境の整備を促進する能力を有する人
材を育成することを目指します。

現代公務員論

教
養
講
座

公
務
員

特色

るよう、社会環境の整備を促進する能力を有する人
材を育成することを目指します。

特色
公共マネジメントコースの

　東日本大震災という未曾有の災害によっ
て、公共政策のあり方が鋭く問われていま
す。「お上が言うから」とか「得だから」といっ
た発想ではなく、みんなで知恵や、情報や、力
を出し合って地域、まちづくりを進めることが
求められています。どうしたらそんな地域づ
くりができるでしょうか。公共政策学科で一
緒に考えてみませんか。

公共政策のすすめ

経済学部長
木村 隆之

木村先生のメッセージ

　公共政策は、行政が一般者への公共サー
ビスを増大させる施策であるといえます。私
は、行政の施策という側面より、「地域づくり」
という公共概念に重きを置いています。地域
特性を活用した「地域づくり」を一定の根拠を
もって実践する仕組みを、学生諸君と質疑応
答をしつつ構築します。

地域特性を活用した「地域づくり」

経済学部教授
森 誠一

森先生のメッセージ

教員からの
　　メッセージ

　今次、改組の上、新しく発足する公共政策
学科においては、大学創設以来の理念であ
る地域との共生・協働の精神を受け継ぎ、地
域社会の優れた担い手となる、福祉・支援施
設職員、公務員、教員、法人職員などを育成
します。

公共政策学科が育成する人材

経済学部教授
伊藤 敏雄

伊藤先生のメッセージ

　国や自治体が行う事業は公共事業と言わ
れますが、それらだけが公共的なものなので
しょうか。NPO、ボランティアなど多様な主
体が参画してつくる新しい公共のあり方に
ついて一緒に考えてみませんか。

公共性とはどのようなものか。

経済学部教授
勝田 美穂

勝田先生のメッセージ

　人間としての尊厳・基本的人権が守られる
共生の社会をめざして、その方法の学びを
共に深めましょう。21世紀の地域社会の中
で“一人はみんなのため、みんなは一人のた
めに”を実現するための秘訣を、是非見つけ
てください。

探し物はきっと見つかる

経済学部教授
佐藤 八千子

佐藤先生のメッセージ

　バリアフリーは段差を無くすとか、あるい
はエレベータを設置するといったことに限っ
たものではありません。情報格差、差別意識
などの障壁をなくすことも意味します。ユニ
バーサルデザインもそのための設計理念の
一つです。皆さんと一緒にバリアフリーな社
会を作って行きましょう。

バリアフリー社会の構築を目指して

経済学部教授
新家 茂

新家先生のメッセージ

　公共政策（Public Policy）とは、民間部門で
は解決できない公共的な課題に対して、政府や
地方公共団体などの公共部門が主体となり、 公
共の福祉を増進させるために立案される施策や
計画を意味します。そうした公共政策の範囲は
非常に広く、私が担当する社会政策や社会保障
（労働政策、年金・医療・介護政策など）も、これに
含まれます。特に公務員を目指す人たちにとっ
ては、必ず勉強をしておくべきものでしょう。

公共政策とは何か

経済学部教授
菅谷 広宣

菅谷先生のメッセージ

　今私たちは、未曾有の大震災や国際化す
る、多様な文化の混在する地域社会に向き
合う姿勢が求められています。公共政策学科
では、実践型教育を通して学生の人間力・実
践力を養い「新たな公共を担う人づくり」を
進めます。

新たな公共とは人づくりである

経済学部准教授
樋下田 邦子

樋下田先生のメッセージ

　今日の社会に必要不可欠なのがコミュニ
ケーションではないでしょうか。
　英語は世界中で広く使われる言語です。コ
ミュニケーションの大事なツールの一つで
ある英語を学び、世界の人々とのコミュニ
ケーションにチャレンジしましょう。

世界に繫がる地域社会を目指して

経済学部准教授
ボーグポール

ボーグポール先生のメッセージ

　いまや「公共」はどこかから降りてくるもの
でも与えられるものでもなく、私たち自身の
手で創り出すもの。そんな「公共的なるも
の」を、まちで具体的な実践を交えながら学
んでいきませんか。きっと君の学びが地域や
社会を動かす力となります！

地域や社会を動かす
原動力となる学びを！

経済学部准教授
菊本 舞

菊本先生のメッセージ

　高校生の皆さん、「公務員になって地元を
元気にしたい」、「社会福祉士になって地域社
会に貢献したい」なんて考えていませんか？
公共政策学科のスタッフは、その夢を実現で
きるように学習面、生活面などから最大限サ
ポートします。公共政策学科で、大いに学び
充実した大学4年間を共に過ごしましょう。

あなたの夢の実現をサポートします

経済学部准教授
塚谷 文武

塚谷先生のメッセージ

　現代社会が抱える様々な課題について、
今、公共政策のあり方が、問われています。私
たちの暮らしの中で、本当に｢豊かな社会｣と
は何であるのか。｢個人｣の尊重を起点とした
社会のあり方、そして画一化された社会では
なく、地域の特性を活かした創造的なまちづ
くりについて、共に学びましょう。

｢人間性｣を起点とした
｢公共性｣の学び

経済学部講師
梅木 真寿郎

梅木先生のメッセージ

　公共政策学科には、公務員育成プログラ
ムがあり、早い時期から公務員対策を始める
ことができます。また、地方自治関連の科目
も充実しており、特に地方公務員に興味のあ
る皆さんとお会いするのを楽しみにしてい
ます。

将来の職業・・・
公務員がいいな、と考える皆さんへ

経済学部講師
今井 良幸

今井先生のメッセージ

『新しい公共』とは何か
～つながりで創るこれからの社会～

岐阜経済大学講堂

日 時

会 場

テーマ

シンポジウム作文コンクール

第1部

第2部

講演：北川正恭 氏
［早稲田大学大学院公共経営研究科教授・元三重県知事］

パネルディスカッション

パネリスト（予定）：北川 正恭氏、神野 直彦氏、小川敏大垣市長 ほか
コーディネーター：森 誠一経済学部教授、勝田 美穂経済学部教授

公共政策学科開設プレイベント公共政策学科開設プレイベント

テ ー マ『新しい公共』とは何か『新しい公共』とは何か
～ つながりで創るこれからの社会 ～～ つながりで創るこれからの社会 ～

　『新しい公共』とはどのようなも
のでしょうか。ダムや道路建設等
の公共事業は、政府が行うこと
でありましたが、東日本大震災と
いう未曾有の災害が起きた今、
市民自身が行い、ボランティアな
ど地域の人々の力が不可欠に
なっています。国や自治体だけで
なく、家族や職場、地域、ボラン
ティア、NPO、ネットワーク上での
出会いなど、色々な形のつながり
が社会にはあります。このつなが
りという言葉をヒントに、これから
の社会における『新しい公共』に
ついて考えてみませんか。

　『新しい公共』とはどのようなも
のでしょうか。ダムや道路建設等
の公共事業は、政府が行うこと
でありましたが、東日本大震災と
いう未曾有の災害が起きた今、
市民自身が行い、ボランティアな
ど地域の人々の力が不可欠に
なっています。国や自治体だけで
なく、家族や職場、地域、ボラン
ティア、NPO、ネットワーク上での
出会いなど、色々な形のつながり
が社会にはあります。このつなが
りという言葉をヒントに、これから
の社会における『新しい公共』に
ついて考えてみませんか。

対　　象 高校生

募集受付 7月1日（金）～9月26日（月）

お問合せ 岐阜経済大学 企画広報課

募集内容 字数 1,200～1,600字

表　　彰 最優秀賞 他
・・・・
・・・

・

　ある障がいをもつ方が、施設から出て一人
で暮らすことを望みました。しかし、それは叶
うことはありませんでした。公共の政策を実
現するためには、一人ひとりにあった支援が
必要です。そのための支援を一緒に考えてい
きましょう。

政策を実現するためには、
一人ひとりへの支援が必要です

経済学部准教授
山田 武司

山田先生のメッセージ

04GKU NOW ! vol.7805 岐阜経済大マガジン



　「公共マネジメントコース」は、公務員のように行政
面から社会に貢献してゆく人材を育成するために、
社会の仕組みを知り、地域の問題を探り、解決策を
見出す力を培います。また「社会福祉コース」は、全て
の人々が自立した人格として地域社会の担い手とな
るよう、社会環境の整備を促進する能力を有する人
材を育成することを目指します。

　公務員試験を受験する上で必要事項（文章理解、数的処
理、社会、理科等）を基礎から徹底的に学びます。

卒業後の進路

公務員・教養講座、
公務員基礎講座で
根本からみっちりと!!

公務員・教養講座、
公務員基礎講座で
根本からみっちりと!!

社会福祉
特別講座A～Dで
完璧な試験対策を!!

社会福祉
特別講座A～Dで
完璧な試験対策を!!

公務員・教養講座
　実際に公務員試験問題を解き、本番で対応できる力を養
います。

公務員基礎講座

社会福祉
特別講座

C

社会福祉
特別講座

D

社会福祉士国家試験対策として、「共通科目」を
中心に、必要とされる知識や考え方を学びます。

社会福祉
特別講座

B
社会福祉士国家試験対策として「専門科目」を
重点に、社会福祉実践現場において必要とさ
れる知識や考え方を学びます。

社会福祉
特別講座

A
社会福祉士国家試験の概要を学ぶとともに、
社会福祉士として実践現場において求められ
る基礎知識や考え方を学びます。

社会福祉士国家試験対策が目的。
上記A～Cで学んだ知識を過去問題や模擬問題
を実際に解き、国家資格の取得を目指します。

公務員試験対策科目
授業科目 単位 内容

現代公務員論

教養講座論文・専門記述

教養講座数学

教養講座社会科学Ⅰ

教養講座社会科学Ⅱ

教養講座自然科学

公務員基礎講座Ⅰ

公務員基礎講座Ⅱ

公務員基礎講座Ⅲ

公務員研究特論Ⅰ

公務員研究特論Ⅱ

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

公務の役割、公務員の役割、公務員の仕事

文章理解

数的処理の基礎

地理・歴史

公民・政経

理科

文章理解・資料解釈

一般知能理解

専門科目分野

専門試験対策（法律）

専門試験対策（経済）

教
養
講
座

公
務
員

基
礎
講
座

公
務
員

地方公務員（市町村職員、都道府県職員、警察、消防など）、国家公務員、
岐阜県コミュニティ診断士、まちづくりNPO法人職員、商工会議所、農業協同
組合、生活協同組合、コンサルタント業、小売業、公益法人職員、金融機関

公共マネジメントコース

社会福祉士、（老人福祉施設、地域包括支援センター、障がい者福祉施設、
児童福祉施設、社会福祉協議会、医療機関、NPO法人）等職員

社会福祉コース

社会福祉コースの

特色

社会福祉士課程科目

特色

社会福祉特別講座A～Dの特徴

授業科目 単位

社会福祉原論Ⅰ

社会福祉原論Ⅱ

地域福祉論

高齢者福祉論

障害者福祉論

児童福祉論

社会保障論

公的扶助論

社会調査

コミュニティワーク

相談援助の基盤と専門職

相談援助の理論と方法Ⅰ

相談援助の理論と方法Ⅱ

ソーシャルワーク演習Ⅰ

ソーシャルワーク演習Ⅱ

ソーシャルワーク演習Ⅲ

ソーシャルワーク演習Ⅳ

2

2

2

2

2

2

4

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

国
家
試
験
指
定
科
目

授業科目 単位

ソーシャルワーク演習Ⅴ

ソーシャルワーク実習指導Ⅰ

ソーシャルワーク実習指導Ⅱ

ソーシャルワーク実習指導Ⅲ

ソーシャルワーク実習

心理学

社会学

医学一般

福祉行財政と福祉計画

保健医療サービス

福祉サービスの組織と経営

就労支援と更生保護

権利擁護と成年後見

社会福祉特別講座Ａ

社会福祉特別講座B 

社会福祉特別講座C 

社会福祉特別講座D

2

2

2

2

4

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

国
家
試
験
指
定
科
目

対
策
講
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公共マネジメントコースの

　東日本大震災という未曾有の災害によっ
て、公共政策のあり方が鋭く問われていま
す。「お上が言うから」とか「得だから」といっ
た発想ではなく、みんなで知恵や、情報や、力
を出し合って地域、まちづくりを進めることが
求められています。どうしたらそんな地域づ
くりができるでしょうか。公共政策学科で一
緒に考えてみませんか。

公共政策のすすめ

経済学部長
木村 隆之

木村先生のメッセージ

　公共政策は、行政が一般者への公共サー
ビスを増大させる施策であるといえます。私
は、行政の施策という側面より、「地域づくり」
という公共概念に重きを置いています。地域
特性を活用した「地域づくり」を一定の根拠を
もって実践する仕組みを、学生諸君と質疑応
答をしつつ構築します。

地域特性を活用した「地域づくり」

経済学部教授
森 誠一

森先生のメッセージ

教員からの
　　メッセージ

　今次、改組の上、新しく発足する公共政策
学科においては、大学創設以来の理念であ
る地域との共生・協働の精神を受け継ぎ、地
域社会の優れた担い手となる、福祉・支援施
設職員、公務員、教員、法人職員などを育成
します。

公共政策学科が育成する人材

経済学部教授
伊藤 敏雄

伊藤先生のメッセージ

　国や自治体が行う事業は公共事業と言わ
れますが、それらだけが公共的なものなので
しょうか。NPO、ボランティアなど多様な主
体が参画してつくる新しい公共のあり方に
ついて一緒に考えてみませんか。

公共性とはどのようなものか。

経済学部教授
勝田 美穂

勝田先生のメッセージ

　人間としての尊厳・基本的人権が守られる
共生の社会をめざして、その方法の学びを
共に深めましょう。21世紀の地域社会の中
で“一人はみんなのため、みんなは一人のた
めに”を実現するための秘訣を、是非見つけ
てください。

探し物はきっと見つかる

経済学部教授
佐藤 八千子

佐藤先生のメッセージ

　バリアフリーは段差を無くすとか、あるい
はエレベータを設置するといったことに限っ
たものではありません。情報格差、差別意識
などの障壁をなくすことも意味します。ユニ
バーサルデザインもそのための設計理念の
一つです。皆さんと一緒にバリアフリーな社
会を作って行きましょう。

バリアフリー社会の構築を目指して

経済学部教授
新家 茂

新家先生のメッセージ

　公共政策（Public Policy）とは、民間部門で
は解決できない公共的な課題に対して、政府や
地方公共団体などの公共部門が主体となり、 公
共の福祉を増進させるために立案される施策や
計画を意味します。そうした公共政策の範囲は
非常に広く、私が担当する社会政策や社会保障
（労働政策、年金・医療・介護政策など）も、これに
含まれます。特に公務員を目指す人たちにとっ
ては、必ず勉強をしておくべきものでしょう。

公共政策とは何か

経済学部教授
菅谷 広宣

菅谷先生のメッセージ

　今私たちは、未曾有の大震災や国際化す
る、多様な文化の混在する地域社会に向き
合う姿勢が求められています。公共政策学科
では、実践型教育を通して学生の人間力・実
践力を養い「新たな公共を担う人づくり」を
進めます。

新たな公共とは人づくりである

経済学部准教授
樋下田 邦子

樋下田先生のメッセージ

　今日の社会に必要不可欠なのがコミュニ
ケーションではないでしょうか。
　英語は世界中で広く使われる言語です。コ
ミュニケーションの大事なツールの一つで
ある英語を学び、世界の人々とのコミュニ
ケーションにチャレンジしましょう。

世界に繫がる地域社会を目指して

経済学部准教授
ボーグポール

ボーグポール先生のメッセージ

　いまや「公共」はどこかから降りてくるもの
でも与えられるものでもなく、私たち自身の
手で創り出すもの。そんな「公共的なるも
の」を、まちで具体的な実践を交えながら学
んでいきませんか。きっと君の学びが地域や
社会を動かす力となります！

地域や社会を動かす
原動力となる学びを！

経済学部准教授
菊本 舞

菊本先生のメッセージ

　高校生の皆さん、「公務員になって地元を
元気にしたい」、「社会福祉士になって地域社
会に貢献したい」なんて考えていませんか？
公共政策学科のスタッフは、その夢を実現で
きるように学習面、生活面などから最大限サ
ポートします。公共政策学科で、大いに学び
充実した大学4年間を共に過ごしましょう。

あなたの夢の実現をサポートします

経済学部准教授
塚谷 文武

塚谷先生のメッセージ

　現代社会が抱える様々な課題について、
今、公共政策のあり方が、問われています。私
たちの暮らしの中で、本当に｢豊かな社会｣と
は何であるのか。｢個人｣の尊重を起点とした
社会のあり方、そして画一化された社会では
なく、地域の特性を活かした創造的なまちづ
くりについて、共に学びましょう。

｢人間性｣を起点とした
｢公共性｣の学び

経済学部講師
梅木 真寿郎

梅木先生のメッセージ

　公共政策学科には、公務員育成プログラ
ムがあり、早い時期から公務員対策を始める
ことができます。また、地方自治関連の科目
も充実しており、特に地方公務員に興味のあ
る皆さんとお会いするのを楽しみにしてい
ます。

将来の職業・・・
公務員がいいな、と考える皆さんへ

経済学部講師
今井 良幸

今井先生のメッセージ

『新しい公共』とは何か
～つながりで創るこれからの社会～

岐阜経済大学講堂

日 時

会 場

テーマ

シンポジウム作文コンクール

第1部

第2部

講演：北川正恭 氏
［早稲田大学大学院公共経営研究科教授・元三重県知事］

パネルディスカッション

パネリスト（予定）：北川 正恭氏、神野 直彦氏、小川敏大垣市長 ほか
コーディネーター：森 誠一経済学部教授、勝田 美穂経済学部教授
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公共政策学科開設プレイベント公共政策学科開設プレイベント公共政策学科開設プレイベント公共政策学科開設プレイベント
作文コンクール

『新しい公共』とは何か『新しい公共』とは何か
作文コンクール作文コンクール

テ ー マ『新しい公共』とは何か『新しい公共』とは何か『新しい公共』とは何か『新しい公共』とは何か『新しい公共』とは何か『新しい公共』とは何か『新しい公共』とは何か『新しい公共』とは何か『新しい公共』とは何か
～ つながりで創るこれからの社会 ～～ つながりで創るこれからの社会 ～

　『新しい公共』とはどのようなも
のでしょうか。ダムや道路建設等
の公共事業は、政府が行うこと
でありましたが、東日本大震災と
いう未曾有の災害が起きた今、
市民自身が行い、ボランティアな
ど地域の人々の力が不可欠に
なっています。国や自治体だけで
なく、家族や職場、地域、ボラン
ティア、NPO、ネットワーク上での
出会いなど、色々な形のつながり
が社会にはあります。このつなが
りという言葉をヒントに、これから
の社会における『新しい公共』に
ついて考えてみませんか。

　『新しい公共』とはどのようなも
のでしょうか。ダムや道路建設等
の公共事業は、政府が行うこと
でありましたが、東日本大震災と
いう未曾有の災害が起きた今、
市民自身が行い、ボランティアな
ど地域の人々の力が不可欠に
なっています。国や自治体だけで
なく、家族や職場、地域、ボラン
ティア、NPO、ネットワーク上での
出会いなど、色々な形のつながり
が社会にはあります。このつなが
りという言葉をヒントに、これから
の社会における『新しい公共』に
ついて考えてみませんか。

対　　象 高校生

募集受付 7月1日（金）～9月26日（月）

お問合せ 岐阜経済大学 企画広報課

募集内容 字数 1,200～1,600字

表　　彰 最優秀賞 他
・・・・
・・・

・

　ある障がいをもつ方が、施設から出て一人
で暮らすことを望みました。しかし、それは叶
うことはありませんでした。公共の政策を実
現するためには、一人ひとりにあった支援が
必要です。そのための支援を一緒に考えてい
きましょう。

政策を実現するためには、
一人ひとりへの支援が必要です

経済学部准教授
山田 武司

山田先生のメッセージ
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経営学部強化 への取組
今回の強化策の目的、強化点今回の強化策の目的、強化点

●各コースが目指す就職進路

スポーツ
ビジネスコース

スポーツ
教育コース

経営会計コース

取組取組取組取組取組取組取組取組 情報メディア
学科

スポーツ経営
学科

　経営学部では、教学に関する強化策を毎年度検討し、実施してきましたが、2012年度以降入学生向けの情報メディア学科強
化策は、情報メディア学科の事実上のリニューアルとなります。
　2011年度入学生までの現行の専門教育では、経営・会計の学びと情報通信技術、ビデオ番組や広告・CMなどのメディアコン
テンツ制作の学びをバランスよく修得するという方針にもとづいて、教育を行ってきました。それに対して、2012年度のリニュー
アルでは、経営学・会計学を主に学ぶ経営会計コースと、情報通信工学を主に学んでシステムエンジニアを目指す情報システム
コースとを設けて、「両者をバランスよく」から、「コースを選んで徹底的に」への教育方針の転換を行います。
　また、広告宣伝、販売促進、市場調査などの分野でのネットワーク利用や、ネットワーク上での映像の公開
が急速に拡大している状況をより詳細に把握しつつ、放送やネットワークの分野でのコンテンツ制作を実践
していくコースとして、メディアマーケティングコースを新設します。

　スポーツ経営学科では、「ベーシック経営学プログラム」、「スポーツビジネスプログ
ラム」、「地域スポーツプログラム」、「コーチングプログラム」の4つの教育プログラムを
置き推奨履修という方法でその人材育成を行ってきましたが、人材育成の方向をより明
確化し、その育成の強化を図るため、2012年度から従来の4つのプログラムを「スポー
ツビジネスコース」と「スポーツ教育コース」の２つのコース制に再編します。今回の再
編上のポイントは、第1に、「ベーシック経営学プログラム」に配置されていた経営学の
基礎科目をスポーツ経営学科共通の基礎科目に再編し、経営学基礎教育の強化を図る
こと。第2に、履修モデルの推奨学習をすすめるこれまでの「プログラム」を改めて、2つ
の分野の系統履修を強化するために「コース」制へ変更。また、これらのコース制への
再編に併せて、「地域スポーツマネジャー」育成プログラムも強化しました。

　経営学・会計学はスポーツ経営学科においても重要
な学びとして位置づけられていますが、情報メディア学
科では経営学・会計学を徹底的に学べるコースを設ける
ことで、学びの特色を明確にしました。
　また、ファッションやフードビジネスの商品知識の学
習を踏まえた商品開発の実践授業や、ビジネスプラン
演習Ⅰ・Ⅱ、税務会計といったより実務的な授業が、情
報メディア学科固有の学びとして開講されます。
　さらに、ビジネスの力で社会問題の解決を図るソー
シャルビジネスの授業も予定しており、地域・社会に密
着したビジネスのあり方を実践的に学ぶことができる
ようになります。

　専門教育科目において、現在注目されて
いる新しい国際会計基準（IFRS）を解説す
る「国際会計」や環境や貧困といった社会
的課題をビジネスを通じ解決しようとする
「ソーシャルビジネス」などの新しい科目も
加え、両コースとも経営学基礎科目の強化
を図りました。コース履修においては、各
コース共通科目の他に、「スポーツビジネス
コース」は「スポーツマネジメント」科目か
ら、また「スポーツ教育コース」は「人間とス
ポーツ」科目から各コースに必要とされる
科目及び単位数を修得します。

メディアマーケティングコース
　ネットワーク時代のメディアを活用した広
告宣伝とコンテンツ制作の担い手を養成し
ます。マーケティング論、広告論、放送論など
の商学を学び、さらに、ビデオ番組や広告・
CMを制作するのに必要なデザイン・映像制
作・音楽制作の知識と番組出演の技法を学
んで、番組制作を実践します。
　制作したコンテンツは、GKBスタジオとい
う学内メディアプロダクションを通じてウェ
ブなどで公開します。

情報システムコース
　情報システムコースでは、コンピュータやネットワー
クの技術知識とプログラミング、そして情報管理や
データ分析の手法に関する教育を行い、ソフトウェア
業界で活躍できるシステムエンジニアを育成します。
　企業経営や地域振興に情報通信技術を活かすた
めの、学生参加型研究機関であるソフトピア共同研
究室で活動することによって、情報システムコースで
学んだ情報通信技術のスキルを実際に活かすことが
できます。現在、ソフトピア共同研究室ではスマート
フォンのアプリ開発などに取り組んでいます。

▲フードビジネスの商品試作

▲GKBスタジオ
http://gkb-studio.gifu-keizai.ac.jp/

▲ソフトピア共同研究室
http://softopia.gifu-keizai.ac.jp/

スポーツ用品製造企業、スポーツ用品流通企業、
スポーツメディア企業、スポーツクラブ、
スポーツイベントのプロデューサー、高等学校教員(商業)etc．

地域スポーツ指導者、社会体育指導者、スポーツ振興団体職員、
各種協会・連盟職員、スポーツマネジャー、スポーツアドバイザー、
中学校教員(保健体育)、高等学校教員(保健体育)etc.

　このように、新しい情報メディア学科では、学びの目標がより明確になり、
教室や情報実習室、スタジオでの授業と、教室外、課外の学びとの連携も
強化されています。なお、現在、在学中の学生の皆さんに対しては、
履修指導などの中で、学びの目標の明確化を図っていく方針です。
リニューアルした情報メディア学科の学びに期待してください。
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分野

必 

修

企
業
・
経
営

　

会
計
・
情
報
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経営学
スポーツ原論
スポーツ経営論
経営戦略論
経営管理論
経営組織論
現代企業論
企業経営の歴史
マーケティング論
販売管理
ネットワーク経営
ベンチャービジネス
ソーシャルビジネス
中小企業論
人材育成論
国際経営論
ケースメソッド演習
簿記Ⅰ
簿記Ⅱ
企業会計
原価計算
国際会計
経営財務論
情報と社会
情報と職業
情報技術史
情報通信戦略
地域スポーツ論
コーチング論
スポーツ経営実務
スポーツ経営演習
スポーツマーケティング
スポーツ組織論
スポーツ産業論
レジャー産業論
スポーツ映像
スポーツ社会学
スポーツクラブ経営論
スポーツ行政
体育経営管理学
生涯スポーツ論
スポーツ心理学
スポーツ史
生理学・運動生理学
運動学・運動方法学
スポーツ動作分析
スポーツ栄養学
レクリエーション演習
トレーニング演習
障害者スポーツ演習
コーチング演習
サッカーC級コーチ演習
体育授業インターンシップ
課外授業インターンシップ
陸上競技
水泳
器械運動
柔道
バレーボール
バスケットボール
野外活動
ダンス

1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
3
3
1
1
2
2
3
2
2
2
3
3
1
1
1
3
2
2
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2
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授業科目 年次 スポーツビジネス
コース

スポーツ教育
コース

スポーツ経営学科開講科目一覧

コース
の
紹 介

スポーツビジネスコース
　経営学とスポーツ科学の知識をもとに、スポーツ用
品やスポーツ施設、スポーツイベントのビジネスに関する知識と実践力を修得します。スポーツの知識
をビジネス界で活かし、スポーツビジネスの未来を構想できる人材の育成を目指します。

スポーツ教育コース
　スポーツの心理学、生理学、運動学といった科学知識を身に
つけ、心身のトレーニングやコーチングの方法を修得します。
スポーツ選手の能力向上やスポーツ競技の振興、地域社会で
のスポーツ指導に貢献できる指導者の育成を目指します。

必　　修

専門教育科目

分野

経営学
経営戦略論
経営管理論
経営組織論
現代企業論
企業経営の歴史 
中小企業論
ネットワーク経営
人材育成論
国際経営論
ファッションビジネス
フードビジネス
商品開発演習
ベンチャービジネス
ソーシャルビジネス
ケースメソッド演習
ビジネスプラン演習Ⅰ
ビジネスプラン演習Ⅱ
マーケティング論
販売管理
広告論
放送論
ファッションと色彩
グラフィックデザイン
映像制作
音楽制作
ナレーション技法
スピーチ･トーク技法
スポーツマーケティング
スポーツ映像
メディアマーケティング演習Ⅰ
メディアマーケティング演習Ⅱ
簿記Ⅰ
簿記Ⅱ
企業会計
原価計算
国際会計
税務会計
経営財務論
情報管理基礎
情報管理応用
ビジネス表計算
データ分析Ⅰ
データ分析Ⅱ
シミュレーション論
情報と社会
情報と職業
情報技術史
情報通信戦略
コンピュータ科学基礎
アルゴリズムとデータ構造
コンピュータシステム
システム開発論
プログラミングⅠＡ
プログラミングⅠＢ
プログラミングⅡ
情報システム設計
情報ネットワークの基礎
情報ネットワークの応用
ウェブ編集Ⅰ
ウェブ編集Ⅱ
ＣＧ編集Ⅰ
ＣＧ編集Ⅱ
ＣＡＤ

1
2
2
2
2
2
3
3
3
3
2
2
2
3
3
3
3
3
2
2
2
2
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
1
1
2
2
3
3
2
1
1
2
2
2
3
1
1
3
3
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
1
3
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○
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○
○
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○
○
○
○
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○
◎
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○
○
○
○
○
○

授業科目 年次 経営会計
コース

メディアマーケティング
コース

情報システム
コース

情報メディア学科開講科目一覧 ○はコース科目、◎は重要科目

○は重要科目

への教育方針の転換を行います。
　また、広告宣伝、販売促進、市場調査などの分野でのネットワーク利用や、ネットワーク上での映像の公開
が急速に拡大している状況をより詳細に把握しつつ、放送やネットワークの分野でのコンテンツ制作を実践

コース
の
紹 介

　「地域スポーツマネジメント」は、スポー
ツ経営学科の両コースを通じて育てようと
する人材の質を示すものですが、それを具
体化するものとして「CSM地域スポーツマ
ネジャー育成プログラム」を設置していま
す。CSM地域スポーツマネジャー育成プロ
グラムとは、スポーツマネジメントの知識
をもとに、地域のスポーツイベントを企画・
運営できる人材を育成する教育プログラム
です。実際に地域のスポーツイベントを運
営するPBL（Project Based Learning）
によって、マネジャーの素養を磨きます。
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経営学部強化 への取組
今回の強化策の目的、強化点今回の強化策の目的、強化点

●各コースが目指す就職進路

スポーツ
ビジネスコース

スポーツ
教育コース

経営会計コース

情報メディア
学科経営学部

スポーツ経営
学科

　経営学部では、教学に関する強化策を毎年度検討し、実施してきましたが、2012年度以降入学生向けの情報メディア学科強
化策は、情報メディア学科の事実上のリニューアルとなります。
　2011年度入学生までの現行の専門教育では、経営・会計の学びと情報通信技術、ビデオ番組や広告・CMなどのメディアコン
テンツ制作の学びをバランスよく修得するという方針にもとづいて、教育を行ってきました。それに対して、2012年度のリニュー
アルでは、経営学・会計学を主に学ぶ経営会計コースと、情報通信工学を主に学んでシステムエンジニアを目指す情報システム
コースとを設けて、「両者をバランスよく」から、「コースを選んで徹底的に」への教育方針の転換を行います。
　また、広告宣伝、販売促進、市場調査などの分野でのネットワーク利用や、ネットワーク上での映像の公開
が急速に拡大している状況をより詳細に把握しつつ、放送やネットワークの分野でのコンテンツ制作を実践
していくコースとして、メディアマーケティングコースを新設します。

　スポーツ経営学科では、「ベーシック経営学プログラム」、「スポーツビジネスプログ
ラム」、「地域スポーツプログラム」、「コーチングプログラム」の4つの教育プログラムを
置き推奨履修という方法でその人材育成を行ってきましたが、人材育成の方向をより明
確化し、その育成の強化を図るため、2012年度から従来の4つのプログラムを「スポー
ツビジネスコース」と「スポーツ教育コース」の２つのコース制に再編します。今回の再
編上のポイントは、第1に、「ベーシック経営学プログラム」に配置されていた経営学の
基礎科目をスポーツ経営学科共通の基礎科目に再編し、経営学基礎教育の強化を図る
こと。第2に、履修モデルの推奨学習をすすめるこれまでの「プログラム」を改めて、2つ
の分野の系統履修を強化するために「コース」制へ変更。また、これらのコース制への
再編に併せて、「地域スポーツマネジャー」育成プログラムも強化しました。

　経営学・会計学はスポーツ経営学科においても重要
な学びとして位置づけられていますが、情報メディア学
科では経営学・会計学を徹底的に学べるコースを設ける
ことで、学びの特色を明確にしました。
　また、ファッションやフードビジネスの商品知識の学
習を踏まえた商品開発の実践授業や、ビジネスプラン
演習Ⅰ・Ⅱ、税務会計といったより実務的な授業が、情
報メディア学科固有の学びとして開講されます。
　さらに、ビジネスの力で社会問題の解決を図るソー
シャルビジネスの授業も予定しており、地域・社会に密
着したビジネスのあり方を実践的に学ぶことができる
ようになります。

　専門教育科目において、現在注目されて
いる新しい国際会計基準（IFRS）を解説す
る「国際会計」や環境や貧困といった社会
的課題をビジネスを通じ解決しようとする
「ソーシャルビジネス」などの新しい科目も
加え、両コースとも経営学基礎科目の強化
を図りました。コース履修においては、各
コース共通科目の他に、「スポーツビジネス
コース」は「スポーツマネジメント」科目か
ら、また「スポーツ教育コース」は「人間とス
ポーツ」科目から各コースに必要とされる
科目及び単位数を修得します。

メディアマーケティングコース
　ネットワーク時代のメディアを活用した広
告宣伝とコンテンツ制作の担い手を養成し
ます。マーケティング論、広告論、放送論など
の商学を学び、さらに、ビデオ番組や広告・
CMを制作するのに必要なデザイン・映像制
作・音楽制作の知識と番組出演の技法を学
んで、番組制作を実践します。
　制作したコンテンツは、GKBスタジオとい
う学内メディアプロダクションを通じてウェ
ブなどで公開します。

情報システムコース
　情報システムコースでは、コンピュータやネットワー
クの技術知識とプログラミング、そして情報管理や
データ分析の手法に関する教育を行い、ソフトウェア
業界で活躍できるシステムエンジニアを育成します。
　企業経営や地域振興に情報通信技術を活かすた
めの、学生参加型研究機関であるソフトピア共同研
究室で活動することによって、情報システムコースで
学んだ情報通信技術のスキルを実際に活かすことが
できます。現在、ソフトピア共同研究室ではスマート
フォンのアプリ開発などに取り組んでいます。

▲フードビジネスの商品試作

▲GKBスタジオ
http://gkb-studio.gifu-keizai.ac.jp/

▲ソフトピア共同研究室
http://softopia.gifu-keizai.ac.jp/

スポーツ用品製造企業、スポーツ用品流通企業、
スポーツメディア企業、スポーツクラブ、
スポーツイベントのプロデューサー、高等学校教員(商業)etc．

地域スポーツ指導者、社会体育指導者、スポーツ振興団体職員、
各種協会・連盟職員、スポーツマネジャー、スポーツアドバイザー、
中学校教員(保健体育)、高等学校教員(保健体育)etc.

　このように、新しい情報メディア学科では、学びの目標がより明確になり、
教室や情報実習室、スタジオでの授業と、教室外、課外の学びとの連携も
強化されています。なお、現在、在学中の学生の皆さんに対しては、
履修指導などの中で、学びの目標の明確化を図っていく方針です。
リニューアルした情報メディア学科の学びに期待してください。

スポーツ
ビジネス

地域スポーツ
マネジメント

ベーシック経営学
（企業・経営／会計・情報）

スポーツビジネス
コース

スポーツ教育
コース
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分野

必 

修

企
業
・
経
営

　

会
計
・
情
報

ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

人
間
と
ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ
実
習

経営学
スポーツ原論
スポーツ経営論
経営戦略論
経営管理論
経営組織論
現代企業論
企業経営の歴史
マーケティング論
販売管理
ネットワーク経営
ベンチャービジネス
ソーシャルビジネス
中小企業論
人材育成論
国際経営論
ケースメソッド演習
簿記Ⅰ
簿記Ⅱ
企業会計
原価計算
国際会計
経営財務論
情報と社会
情報と職業
情報技術史
情報通信戦略
地域スポーツ論
コーチング論
スポーツ経営実務
スポーツ経営演習
スポーツマーケティング
スポーツ組織論
スポーツ産業論
レジャー産業論
スポーツ映像
スポーツ社会学
スポーツクラブ経営論
スポーツ行政
体育経営管理学
生涯スポーツ論
スポーツ心理学
スポーツ史
生理学・運動生理学
運動学・運動方法学
スポーツ動作分析
スポーツ栄養学
レクリエーション演習
トレーニング演習
障害者スポーツ演習
コーチング演習
サッカーC級コーチ演習
体育授業インターンシップ
課外授業インターンシップ
陸上競技
水泳
器械運動
柔道
バレーボール
バスケットボール
野外活動
ダンス

1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
3
3
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2
3
2
2
2
3
3
1
1
1
3
2
2
2
2
2
2
3
3
3
1
2
2
2
2
2
2
2
3
3
3
3
2
3
2
2
2
2
2
2
2
2

○
○

○

○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○

○
○

○
○

○

○
○

○

○
○
○
○

○
○
○
○
○

○

授業科目 年次 スポーツビジネス
コース

スポーツ教育
コース

スポーツ経営学科開講科目一覧

コース
の
紹 介

スポーツビジネスコース
　経営学とスポーツ科学の知識をもとに、スポーツ用
品やスポーツ施設、スポーツイベントのビジネスに関する知識と実践力を修得します。スポーツの知識
をビジネス界で活かし、スポーツビジネスの未来を構想できる人材の育成を目指します。

スポーツ教育コース
　スポーツの心理学、生理学、運動学といった科学知識を身に
つけ、心身のトレーニングやコーチングの方法を修得します。
スポーツ選手の能力向上やスポーツ競技の振興、地域社会で
のスポーツ指導に貢献できる指導者の育成を目指します。

必　　修

専門教育科目

分野

経営学
経営戦略論
経営管理論
経営組織論
現代企業論
企業経営の歴史 
中小企業論
ネットワーク経営
人材育成論
国際経営論
ファッションビジネス
フードビジネス
商品開発演習
ベンチャービジネス
ソーシャルビジネス
ケースメソッド演習
ビジネスプラン演習Ⅰ
ビジネスプラン演習Ⅱ
マーケティング論
販売管理
広告論
放送論
ファッションと色彩
グラフィックデザイン
映像制作
音楽制作
ナレーション技法
スピーチ･トーク技法
スポーツマーケティング
スポーツ映像
メディアマーケティング演習Ⅰ
メディアマーケティング演習Ⅱ
簿記Ⅰ
簿記Ⅱ
企業会計
原価計算
国際会計
税務会計
経営財務論
情報管理基礎
情報管理応用
ビジネス表計算
データ分析Ⅰ
データ分析Ⅱ
シミュレーション論
情報と社会
情報と職業
情報技術史
情報通信戦略
コンピュータ科学基礎
アルゴリズムとデータ構造
コンピュータシステム
システム開発論
プログラミングⅠＡ
プログラミングⅠＢ
プログラミングⅡ
情報システム設計
情報ネットワークの基礎
情報ネットワークの応用
ウェブ編集Ⅰ
ウェブ編集Ⅱ
ＣＧ編集Ⅰ
ＣＧ編集Ⅱ
ＣＡＤ

1
2
2
2
2
2
3
3
3
3
2
2
2
3
3
3
3
3
2
2
2
2
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
1
1
2
2
3
3
2
1
1
2
2
2
3
1
1
3
3
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
1
3

◎
◎
○
○
○
◎
◎
○
○
○
◎
○
○
◎
○
○
○
◎
◎
○
○

◎
○
◎
○
○
○
○
◎
○
◎
○
○
○
○
○
○
○

授業科目 年次 経営会計
コース

メディアマーケティング
コース

情報システム
コース

情報メディア学科開講科目一覧 ○はコース科目、◎は重要科目

○は重要科目

コース
の
紹 介

　「地域スポーツマネジメント」は、スポー
ツ経営学科の両コースを通じて育てようと
する人材の質を示すものですが、それを具
体化するものとして「CSM地域スポーツマ
ネジャー育成プログラム」を設置していま
す。CSM地域スポーツマネジャー育成プロ
グラムとは、スポーツマネジメントの知識
をもとに、地域のスポーツイベントを企画・
運営できる人材を育成する教育プログラム
です。実際に地域のスポーツイベントを運
営するPBL（Project Based Learning）
によって、マネジャーの素養を磨きます。

◎
◎
○
○
○
○
◎
○
○
○
○
○

◎
◎
◎
◎
○
◎
◎
○
○
○
○
○
○
○
◎
○
○
○
○
○
○
◎
○
○

◎
○
◎
○
○

◎
◎
○
○
○
○
◎
○
○

◎
○
◎
○
○
○
○
◎
○
◎
◎
○
○
○
○
○
○
◎
○
○
○
○
○
○
○
◎
○
◎
○
◎
○
○
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硬式野球部

初の海外キャンプ

部
員
の
感
想
、抱
負

　２
月
の
寒
い
時
期
に
グ
ア
ム
の
温
か
い
環
境
で

野
球
が
出
来
る
幸
せ
を
感
じ
な
が
ら
練
習
に
励
み
ま
し
た
。
チ
ー
ム
力
も

深
ま
り
私
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
海
外
で
見
聞
も
広
め
ら
れ
ま
し
た
。

　こ
の
成
果
を
発
揮
で
き
る
よ
う
今
後
も
練
習
に
励
み
結
果
を
残
し
た
い
。

田
原 

靖
彪
さ
ん

ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科
３
年

（
岐
阜
県 

大
垣
日
本
大
学
高
校
出
身
）

　海
外
は
初
め
て
で
不
安
で
一
杯
で
し
た

が
、
日
本
に
い
る
時
と
同
じ
様
に
過
ご
せ

ま
し
た
。
こ
の
時
期
は
日
本
と
違
い
暖
か

く
、プ
レ
ー
を
す
る
に
は
良
い
環
境
で
し
た
。

　日
本
よ
り
身
体
が
動
い
て
こ
の
よ
う
な

環
境
で
時
に
は
プ
レ
ー
す
る
の
も
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　グ
ア
ム
キ
ャ
ン
プ
の
成
果
を
い
か
に
公
式
戦
で
活
か
す
の
か
常
に
前

向
き
に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
神
宮
へ
行
き
た
い
・
・
・
・

儀
間 

裕
也
さ
ん

 

ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科
3
年

（
沖
縄
県 

沖
縄
水
産
高
校
出
身
）

▲

儀間さん

▲

田原さん

陸上競技部

　4
月
10
日（
日
）、知
多
運
動
公
園
陸
上
競
技

場
に
て
、東
海
学
生
陸
上
競
技
春
季
選
手
権
大

会
が
行
わ
れ
、陸
上
競
技
部
1
0
3
名（
そ
の
う

ち
1
年
生
は
33
名
）が
出
場
し
、杉
ノ
下
葵
さ
ん

が
女
子
や
り
投
で
優
勝
し
た
他
、男
子
8
0
0

ｍ
を
は
じ
め
5
種
目
で
入
賞（
左
記
参
照
）の
成

績
を
修
め
ま
し
た
。陸
上
競
技
部
に
と
っ
て
は
、

今
シ
ー
ズ
ン
初
と
な
る
本
格
的
な
大
会
で
、1

年
次
生
に
と
っ
て
は
、大
学
生
と
し
て
の
デ

ビ
ュ
ー
戦
で
も
あ
り
ま
し
た
。先
輩
と
と
も
に

活
躍
し
、自
分
も
陸
上
競
技
部
の
一
員
に
な
っ
た

こ
と
を
実
感
す
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　財
団
法
人 

大
垣
市
体
育
連
盟
か
ら
本
学
に
対
し

大
垣
女
性
消
防
隊
養
成
の
依
頼
が
あ
り
、女
子
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
大
城
紀
衣
乃
さ
ん
始
め
7

名
が
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　同
隊
は
、今
年
10
月
に
横
浜
で
開
催
さ
れ
る
全

国
女
性
消
防
操
法
大
会
に
岐
阜
県
代
表
と
し
て
参

加
す
る
た
め
結
成
さ
れ
、4
月
20
日（
水
）、大
垣
市

役
所
に
て
、大
垣
女
性
消
防
隊
発
足
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。そ
の
式
で
小
川
敏
大
垣
市
長
か
ら
、「
岐

阜
県
は
大
会
2
連
覇
し
て
お
り
、3
連
覇
目
指
し

て
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」と
エ
ー
ル
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

　今
後
、同
隊
は
、本
学
体
育
館
に
て
週
2
回
の

ペ
ー
ス
で
訓
練
を
行
い
、10
月
の
全
国
大
会
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

　昭
和
42
年
の
創
部
以
来
長
い
歴
史

の
中
で
初
の
海
外
ス
プ
リ
ン
グ
キ
ャ

ン
プ
を
2
月
22
日
か
ら
28
日
ま
で
グ

ア
ム
に
て
行
い
ま
し
た
。

　4
年
に
一
度
海
外
キ
ャ
ン
プ
を

行
っ
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
と
の

発
想
か
ら
短
期
間
で
は
あ
り
ま
す
が

試
行
し
て
み
よ
う
と
昨
夏
か
ら
計
画

し
ま
し
た
。

　練
習
用
具
の
運
搬
等
諸
問
題
を
多
く
抱
え
ク
リ
ア
し
て
ゆ
く
為
に

関
係
各
位
に
は
ご
面
倒
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

　最
大
の
ネ
ッ
ク
は
や
は
り
費
用
面
で
し
た
。し
か
し
、キ
ャ
ン
プ
終

了
後
の
部
員
達
の「
親
に
無
理
を
言
っ
た
け
れ
ど
参
加
し
素
晴
ら
し

い
体
験
が
で
き
本
当
に
良
か
っ
た
」と
の
感
想
を
受
け
ホ
ッ
と
し
た

思
い
を
し
ま
し
た
。

　レ
オ
パ
レ
ス
リ
ゾ
ー
ト
の
恵
ま
れ
た
施
設
で
の
練
習
は
思
い
っ
き

り
心
身
を
鍛
え
、攻
守
に
わ
た
る
強
固
な
プ
レ
ー
・
緻
密
な
サ
イ
ン
プ

レ
ー
等
豊
富
な
メ
ニ
ュ
ー
を
予
定
通
り
こ
な
し
て
き
ま
し
た
。

　大
半
の
部
員
が
は
じ
め
て
の
異
文
化
を
体
験
で
き
ま
し
た
。打
ち

上
げ
は
ポ
リ
ネ
シ
ア
ン
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー
に
て
キ
ャ
ン
プ
を
終
え
ま

し
た
。こ
の
成
果
を
リ
ー
グ
戦
で
実
ら
せ
る
為
に
も
部
員
一
同
頑
張
り

ぬ
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
今
後
も
ご
声
援
下
さ
い
。

【
文
責
：
硬
式
野
球
部

　塚
田

　勝
総
監
督
】

東海学生春季大会にて
1種目優勝、5種目入賞！

　女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
は
、昨
年

4
月
に
発
足
し
、今
年
度
か
ら
県

A
級
リ
ー
グ
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

4
月
10
日（
日
）に
リ
ー
グ
戦
初
勝

利
を
あ
げ
、ま
す
ま
す
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。今
後
の
女
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
部
の
活
動
計
画
と
川
﨑
監
督
、

水
谷
キ
ャ
プ
テ
ン
の
抱
負
を
紹
介
し

ま
す
。

川
﨑
監
督
の
コ
メ
ン
ト

　女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
は
一
年
生

を
迎
え
チ
ー
ム
が
本
格
的
に
始
動
し

ま
し
た
。メ
ン
バ
ー
は
一
年
生
が
主
体

で
あ
り
、日
々
成
長
の
過
程
に
あ
る

チ
ー
ム
で
す
。4
月
3
日
か
ら
岐
阜
県

女
子
A
級
リ
ー
グ
戦
が
開
幕
し
ま
し

た
が
、こ
の
リ
ー
グ
戦
を
通
し
て
ま
ず

は
一
つ
で
も
多
く
の
経
験
を
積
む
こ

と
、そ
し
て
自
分
た
ち
に
で
き
る
ベ
ス

ト
の
プ
レ
ー
を
す
る
こ
と
が
こ
の

チ
ー
ム
の
目
標
で
す
。ま
だ
ま
だ
駆
け

出
し
の
チ
ー
ム
で
す
の
で
、思
い
も
よ

ら
な
い
ハ
プ
ニ
ン
グ
の
連
続
の
日
々

で
す
が
、温
か
い
ご
支
援
・
ご
声
援
、厳

し
い
ご
指
導
を
頂
け
た
ら
あ
り
が
た

い
で
す
。

県A級リーグ参加、
初勝利！

大垣女性消防隊に
7名が参加！

女子ソフトボール部

男子円盤投

2 位 山田 晃広
経済学科1年（岐阜県 市立岐阜商業高校出身） 女子やり投　記録 42m54cm

優 勝 杉ノ下 葵
情報メディア学科1年（岐阜県 県立岐阜商業高校出身）

男子走幅跳　 記録 6m86cm

2 位 文野 湧綺
スポーツ経営学科1年（兵庫県 明石商業高校出身）

記録 39m62cm

記録 41m15cm

3 位 亀井 浩平
スポーツ経営学科2年（三重県 伊勢工業高校出身）

女子走幅跳　記録 5m52cm

3 位 増田　マキ
スポーツ経営学科2年（静岡県 島田商業高校出身）

知多運動公園陸上競技場

2010年度クラブ活動の主な成績

2011.4/10

2011.2/22～2/28

2011.4/10

男子800m　 記録 1分53秒21

2 位 久我 アレキサンデル
スポーツ経営学科4年（兵庫県 淡路三原高校出身）

男子1500m　記録 3分56秒09

2 位 久我 アレキサンデル
（再掲）

　私
た
ち
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
は

今
年
が
チ
ー
ム
と
し
て
の
1
年
目
で

す
。3
月
に
行
わ
れ
た
公
式
戦
で
は
、

初
勝
利
を
修
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。今
後
の
試
合
で
も
、上
級
生
下
級

生
関
係
な
く
、日
々
一
生
懸
命
積
み
重

ね
た
も
の
を
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
一
人
ひ

と
り
発
揮
で
き
た
ら
良
い
と
思
い
ま

す
。応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

キ
ャ
プ
テ
ン
　水
谷 

友
紀
さ
ん

ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科
4
年

（
愛
知
県 

修
文
女
子
高
校
出
身
）

女子ソフトボール部の活動計画
岐阜県A級リーグ　春季大会
東海大学リーグ　春季大会

4月
5月

夏季合宿
岐阜県A級リーグ　秋季大会
東海学生リーグ　秋季大会

8月
9月

9・10月

冬季合宿
春季合宿

12月
2月

女子バスケットボール部
Women's Basket Ball

2011.4/20

体
育
会

文
化
会

体
育
会

ボ
ー
ト
部

　全
日
本
軽
量
級
選
手
権
大
会 

男
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル 

８
位

　全
日
本
選
手
権
大
会

　
　
　

 

女
子
舵
手
な
し
ペ
ア 

５
位

　全
日
本
大
学
選
手
権
大
会

　

 

女
子
舵
手
な
し
ペ
ア 

８
位

　第
65
回
国
民
体
育
大
会
千
葉
大
会 

　
　成
年
女
子
舵
手
付
き
ク
ォ
ド
ル
プ
ル 

７
位

硬
式
野
球
部 

　東
海
地
区
大
学
野
球
2
0
1
0
年
春
季
リ
ー
グ
戦

 

８
勝
４
敗 

２
位

　東
海
地
区
大
学
野
球
2
0
1
0
年
秋
季
リ
ー
グ
戦

 

５
勝
８
敗
１
分 

５
位

陸
上
競
技
部

　日
本
学
生
対
校
選
手
権
大
会 

男
子
8
0
0
m 

８
位

　日
本
学
生
個
人
選
手
権
大
会 

男
子
8
0
0
m 

３
位

　第
65
回
国
民
体
育
大
会
千
葉
大
会 

男
子
走
幅
跳 

出
場

　東
海
学
生
対
校
選
手
権
大
会 

男
子
8
0
0
ｍ

 優
勝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

男
子
三
段
跳 

優
勝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

女
子
走
幅
跳 

優
勝

サ
ッ
カ
ー
部

　東
海
大
学
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
戦
１
部

 

４
勝
２
分
１
２
敗 

８
位

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　東
海
大
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦
春
季
大
会

 

２
部
優
勝（
１
部
昇
格
）

　東
海
大
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦
秋
季
大
会

 

１
部
リ
ー
グ 

７
位

　全
日
本
イ
ン
カ
レ  

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
２
回
戦

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部 

　東
海
大
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦
秋
季
大
会 

 

３
部
リ
ー
グ 

準
優
勝

　岐
阜
県
大
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦
秋
季
大
会 

 

１
部
リ
ー
グ 

準
優
勝

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　岐
阜
県
学
生
秋
季
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

 

男
子
団
体 

優
勝

 

男
子
シ
ン
グ
ル 

優
勝

　東
海
大
学
・
東
海
学
生
新
人
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会 

 

男
子
団
体
３
部 

２
位

　東
海
リ
ー
グ 

 

男
子
団
体 

２
部
昇
格

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　岐
阜
県
秋
季
学
生
選
手
権
大
会 

３
位

　岐
阜
県
秋
季
学
生
大
学
対
抗
選
手
権
大
会 

団
体
３
位

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部 

　岐
阜
県
学
生
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

 

１
部 

３
位

　東
海
学
生
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
グ
ル
ー
プ
リ
ー
グ

 

３
部 

３
位

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　岐
阜
県
学
生
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会 

 
１
部
準
優
勝

空
手
道
部

　第
48
回
ス
ー
パ
ー
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ

　全
日
本
空
手
道
選
手
権
大
会 

成
人
男
子
６
の
部 

優
勝

　2
0
1
0
ス
ー
パ
ー
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ

　岐
阜
県
空
手
道
選
手
権
大
会

 

成
人
男
子
６
の
部 

準
優
勝

 

成
人
女
子
Ⅰ
の
部 

優
勝
、準
優
勝

準
硬
式
野
球
部

　2
0
1
0
年
度
春
季
リ
ー
グ
戦 

２
部 

４
位

　2
0
1
0
年
度
秋
季
リ
ー
グ
戦 

２
部 

５
位

吹
奏
楽
部

　大
垣
特
別
支
援
学
校
で
の
演
奏

V
B
C（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ド
サ
ー
ク
ル
）

　高
齢
者
施
設
で
の
演
奏

H
I
G
E
☆
B
U

　高
齢
者
施
設
、介
護
施
設
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

マ
イ
ス
タ
ー
倶
楽
部

　大
垣
市
受
託
事
業「
か
が
や
き
ま
ち
か
ど
講
座
」

ソ
フ
ト
ピ
ア
共
同
研
究
室

　竹
田
設
計
株
式
会
社
と
同
志
社
大
学
と
の
共
同
研
究

　「在
宅
支
援
シ
ス
テ
ム
の
開
発
」

大城 紀衣乃
和田 美希
鍋島　彩
小橋川 利香
武藤 有沙
玉城 果菜
仲本 千晶

情報メディア学科3年（沖縄県 浦添商業高校出身）
スポーツ経営学科3年（滋賀県 八幡商業高校出身）
スポーツ経営学科3年（富山県 泊高校出身）
スポーツ経営学科2年（沖縄県 北部農林高校出身）
スポーツ経営学科2年（岐阜県 武義高校出身）
スポーツ経営学科2年（沖縄県 名護高校出身）
スポーツ経営学科2年（沖縄県 名護高校出身）

大
垣
女
性
消
防
隊
の
隊
員
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硬式野球部

初の海外キャンプ

部
員
の
感
想
、抱
負

　２
月
の
寒
い
時
期
に
グ
ア
ム
の
温
か
い
環
境
で

野
球
が
出
来
る
幸
せ
を
感
じ
な
が
ら
練
習
に
励
み
ま
し
た
。
チ
ー
ム
力
も

深
ま
り
私
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
海
外
で
見
聞
も
広
め
ら
れ
ま
し
た
。

　こ
の
成
果
を
発
揮
で
き
る
よ
う
今
後
も
練
習
に
励
み
結
果
を
残
し
た
い
。

田
原 

靖
彪
さ
ん

ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科
３
年

（
岐
阜
県 

大
垣
日
本
大
学
高
校
出
身
）

　海
外
は
初
め
て
で
不
安
で
一
杯
で
し
た

が
、
日
本
に
い
る
時
と
同
じ
様
に
過
ご
せ

ま
し
た
。
こ
の
時
期
は
日
本
と
違
い
暖
か

く
、プ
レ
ー
を
す
る
に
は
良
い
環
境
で
し
た
。

　日
本
よ
り
身
体
が
動
い
て
こ
の
よ
う
な

環
境
で
時
に
は
プ
レ
ー
す
る
の
も
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　グ
ア
ム
キ
ャ
ン
プ
の
成
果
を
い
か
に
公
式
戦
で
活
か
す
の
か
常
に
前

向
き
に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
神
宮
へ
行
き
た
い
・
・
・
・

儀
間 

裕
也
さ
ん

 

ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科
3
年

（
沖
縄
県 

沖
縄
水
産
高
校
出
身
）

▲

儀間さん

▲

田原さん

陸上競技部

　4
月
10
日（
日
）、知
多
運
動
公
園
陸
上
競
技

場
に
て
、東
海
学
生
陸
上
競
技
春
季
選
手
権
大

会
が
行
わ
れ
、陸
上
競
技
部
1
0
3
名（
そ
の
う

ち
1
年
生
は
33
名
）が
出
場
し
、杉
ノ
下
葵
さ
ん

が
女
子
や
り
投
で
優
勝
し
た
他
、男
子
8
0
0

ｍ
を
は
じ
め
5
種
目
で
入
賞（
左
記
参
照
）の
成

績
を
修
め
ま
し
た
。陸
上
競
技
部
に
と
っ
て
は
、

今
シ
ー
ズ
ン
初
と
な
る
本
格
的
な
大
会
で
、1

年
次
生
に
と
っ
て
は
、大
学
生
と
し
て
の
デ

ビ
ュ
ー
戦
で
も
あ
り
ま
し
た
。先
輩
と
と
も
に

活
躍
し
、自
分
も
陸
上
競
技
部
の
一
員
に
な
っ
た

こ
と
を
実
感
す
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　財
団
法
人 

大
垣
市
体
育
連
盟
か
ら
本
学
に
対
し

大
垣
女
性
消
防
隊
養
成
の
依
頼
が
あ
り
、女
子
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
大
城
紀
衣
乃
さ
ん
始
め
7

名
が
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　同
隊
は
、今
年
10
月
に
横
浜
で
開
催
さ
れ
る
全

国
女
性
消
防
操
法
大
会
に
岐
阜
県
代
表
と
し
て
参

加
す
る
た
め
結
成
さ
れ
、4
月
20
日（
水
）、大
垣
市

役
所
に
て
、大
垣
女
性
消
防
隊
発
足
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。そ
の
式
で
小
川
敏
大
垣
市
長
か
ら
、「
岐

阜
県
は
大
会
2
連
覇
し
て
お
り
、3
連
覇
目
指
し

て
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」と
エ
ー
ル
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

　今
後
、同
隊
は
、本
学
体
育
館
に
て
週
2
回
の

ペ
ー
ス
で
訓
練
を
行
い
、10
月
の
全
国
大
会
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

　昭
和
42
年
の
創
部
以
来
長
い
歴
史

の
中
で
初
の
海
外
ス
プ
リ
ン
グ
キ
ャ

ン
プ
を
2
月
22
日
か
ら
28
日
ま
で
グ

ア
ム
に
て
行
い
ま
し
た
。

　4
年
に
一
度
海
外
キ
ャ
ン
プ
を

行
っ
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
と
の

発
想
か
ら
短
期
間
で
は
あ
り
ま
す
が

試
行
し
て
み
よ
う
と
昨
夏
か
ら
計
画

し
ま
し
た
。

　練
習
用
具
の
運
搬
等
諸
問
題
を
多
く
抱
え
ク
リ
ア
し
て
ゆ
く
為
に

関
係
各
位
に
は
ご
面
倒
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

　最
大
の
ネ
ッ
ク
は
や
は
り
費
用
面
で
し
た
。し
か
し
、キ
ャ
ン
プ
終

了
後
の
部
員
達
の「
親
に
無
理
を
言
っ
た
け
れ
ど
参
加
し
素
晴
ら
し

い
体
験
が
で
き
本
当
に
良
か
っ
た
」と
の
感
想
を
受
け
ホ
ッ
と
し
た

思
い
を
し
ま
し
た
。

　レ
オ
パ
レ
ス
リ
ゾ
ー
ト
の
恵
ま
れ
た
施
設
で
の
練
習
は
思
い
っ
き

り
心
身
を
鍛
え
、攻
守
に
わ
た
る
強
固
な
プ
レ
ー
・
緻
密
な
サ
イ
ン
プ

レ
ー
等
豊
富
な
メ
ニ
ュ
ー
を
予
定
通
り
こ
な
し
て
き
ま
し
た
。

　大
半
の
部
員
が
は
じ
め
て
の
異
文
化
を
体
験
で
き
ま
し
た
。打
ち

上
げ
は
ポ
リ
ネ
シ
ア
ン
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー
に
て
キ
ャ
ン
プ
を
終
え
ま

し
た
。こ
の
成
果
を
リ
ー
グ
戦
で
実
ら
せ
る
為
に
も
部
員
一
同
頑
張
り

ぬ
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
今
後
も
ご
声
援
下
さ
い
。

【
文
責
：
硬
式
野
球
部

　塚
田

　勝
総
監
督
】

東海学生春季大会にて
1種目優勝、5種目入賞！

　女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
は
、昨
年

4
月
に
発
足
し
、今
年
度
か
ら
県

A
級
リ
ー
グ
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

4
月
10
日（
日
）に
リ
ー
グ
戦
初
勝

利
を
あ
げ
、ま
す
ま
す
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。今
後
の
女
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
部
の
活
動
計
画
と
川
﨑
監
督
、

水
谷
キ
ャ
プ
テ
ン
の
抱
負
を
紹
介
し

ま
す
。

川
﨑
監
督
の
コ
メ
ン
ト

　女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
は
一
年
生

を
迎
え
チ
ー
ム
が
本
格
的
に
始
動
し

ま
し
た
。メ
ン
バ
ー
は
一
年
生
が
主
体

で
あ
り
、日
々
成
長
の
過
程
に
あ
る

チ
ー
ム
で
す
。4
月
3
日
か
ら
岐
阜
県

女
子
A
級
リ
ー
グ
戦
が
開
幕
し
ま
し

た
が
、こ
の
リ
ー
グ
戦
を
通
し
て
ま
ず

は
一
つ
で
も
多
く
の
経
験
を
積
む
こ

と
、そ
し
て
自
分
た
ち
に
で
き
る
ベ
ス

ト
の
プ
レ
ー
を
す
る
こ
と
が
こ
の

チ
ー
ム
の
目
標
で
す
。ま
だ
ま
だ
駆
け

出
し
の
チ
ー
ム
で
す
の
で
、思
い
も
よ

ら
な
い
ハ
プ
ニ
ン
グ
の
連
続
の
日
々

で
す
が
、温
か
い
ご
支
援
・
ご
声
援
、厳

し
い
ご
指
導
を
頂
け
た
ら
あ
り
が
た

い
で
す
。

県A級リーグ参加、
初勝利！

大垣女性消防隊に
7名が参加！

女子ソフトボール部

男子円盤投

2 位 山田 晃広
経済学科1年（岐阜県 市立岐阜商業高校出身） 女子やり投　記録 42m54cm

優 勝 杉ノ下 葵
情報メディア学科1年（岐阜県 県立岐阜商業高校出身）

男子走幅跳　 記録 6m86cm

2 位 文野 湧綺
スポーツ経営学科1年（兵庫県 明石商業高校出身）

記録 39m62cm

記録 41m15cm

3 位 亀井 浩平
スポーツ経営学科2年（三重県 伊勢工業高校出身）

女子走幅跳　記録 5m52cm

3 位 増田　マキ
スポーツ経営学科2年（静岡県 島田商業高校出身）

知多運動公園陸上競技場

2010年度クラブ活動の主な成績

2011.4/10

2011.2/22～2/28

2011.4/10

男子800m　 記録 1分53秒21

2 位 久我 アレキサンデル
スポーツ経営学科4年（兵庫県 淡路三原高校出身）

男子1500m　記録 3分56秒09

2 位 久我 アレキサンデル
（再掲）

　私
た
ち
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
は

今
年
が
チ
ー
ム
と
し
て
の
1
年
目
で

す
。3
月
に
行
わ
れ
た
公
式
戦
で
は
、

初
勝
利
を
修
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。今
後
の
試
合
で
も
、上
級
生
下
級

生
関
係
な
く
、日
々
一
生
懸
命
積
み
重

ね
た
も
の
を
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
一
人
ひ

と
り
発
揮
で
き
た
ら
良
い
と
思
い
ま

す
。応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

キ
ャ
プ
テ
ン
　水
谷 

友
紀
さ
ん

ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科
4
年

（
愛
知
県 

修
文
女
子
高
校
出
身
）

女子ソフトボール部の活動計画
岐阜県A級リーグ　春季大会
東海大学リーグ　春季大会

4月
5月

夏季合宿
岐阜県A級リーグ　秋季大会
東海学生リーグ　秋季大会

8月
9月

9・10月

冬季合宿
春季合宿

12月
2月

女子バスケットボール部
Women's Basket Ball

2011.4/20

体
育
会

文
化
会

体
育
会

ボ
ー
ト
部

　全
日
本
軽
量
級
選
手
権
大
会 

男
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル 

８
位

　全
日
本
選
手
権
大
会

　
　
　

 

女
子
舵
手
な
し
ペ
ア 

５
位

　全
日
本
大
学
選
手
権
大
会

　

 

女
子
舵
手
な
し
ペ
ア 

８
位

　第
65
回
国
民
体
育
大
会
千
葉
大
会 

　
　成
年
女
子
舵
手
付
き
ク
ォ
ド
ル
プ
ル 

７
位

硬
式
野
球
部 

　東
海
地
区
大
学
野
球
2
0
1
0
年
春
季
リ
ー
グ
戦

 

８
勝
４
敗 

２
位

　東
海
地
区
大
学
野
球
2
0
1
0
年
秋
季
リ
ー
グ
戦

 

５
勝
８
敗
１
分 

５
位

陸
上
競
技
部

　日
本
学
生
対
校
選
手
権
大
会 

男
子
8
0
0
m 

８
位

　日
本
学
生
個
人
選
手
権
大
会 

男
子
8
0
0
m 

３
位

　第
65
回
国
民
体
育
大
会
千
葉
大
会 

男
子
走
幅
跳 

出
場

　東
海
学
生
対
校
選
手
権
大
会 

男
子
8
0
0
ｍ

 優
勝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

男
子
三
段
跳 

優
勝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

女
子
走
幅
跳 

優
勝

サ
ッ
カ
ー
部

　東
海
大
学
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
戦
１
部

 

４
勝
２
分
１
２
敗 

８
位

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　東
海
大
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦
春
季
大
会

 

２
部
優
勝（
１
部
昇
格
）

　東
海
大
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦
秋
季
大
会

 

１
部
リ
ー
グ 

７
位

　全
日
本
イ
ン
カ
レ  

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
２
回
戦

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部 

　東
海
大
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦
秋
季
大
会 

 

３
部
リ
ー
グ 

準
優
勝

　岐
阜
県
大
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦
秋
季
大
会 

 

１
部
リ
ー
グ 

準
優
勝

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　岐
阜
県
学
生
秋
季
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

 

男
子
団
体 

優
勝

 

男
子
シ
ン
グ
ル 

優
勝

　東
海
大
学
・
東
海
学
生
新
人
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会 
 

男
子
団
体
３
部 

２
位

　東
海
リ
ー
グ 

 

男
子
団
体 

２
部
昇
格

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　岐
阜
県
秋
季
学
生
選
手
権
大
会 

３
位

　岐
阜
県
秋
季
学
生
大
学
対
抗
選
手
権
大
会 

団
体
３
位

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部 

　岐
阜
県
学
生
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

 

１
部 

３
位

　東
海
学
生
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
グ
ル
ー
プ
リ
ー
グ

 

３
部 

３
位

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　岐
阜
県
学
生
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会 

 

１
部
準
優
勝

空
手
道
部

　第
48
回
ス
ー
パ
ー
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ

　全
日
本
空
手
道
選
手
権
大
会 

成
人
男
子
６
の
部 

優
勝

　2
0
1
0
ス
ー
パ
ー
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ

　岐
阜
県
空
手
道
選
手
権
大
会

 

成
人
男
子
６
の
部 

準
優
勝

 

成
人
女
子
Ⅰ
の
部 

優
勝
、準
優
勝

準
硬
式
野
球
部

　2
0
1
0
年
度
春
季
リ
ー
グ
戦 

２
部 

４
位

　2
0
1
0
年
度
秋
季
リ
ー
グ
戦 

２
部 

５
位

吹
奏
楽
部

　大
垣
特
別
支
援
学
校
で
の
演
奏

V
B
C（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ド
サ
ー
ク
ル
）

　高
齢
者
施
設
で
の
演
奏

H
I
G
E
☆
B
U

　高
齢
者
施
設
、介
護
施
設
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

マ
イ
ス
タ
ー
倶
楽
部

　大
垣
市
受
託
事
業「
か
が
や
き
ま
ち
か
ど
講
座
」

ソ
フ
ト
ピ
ア
共
同
研
究
室

　竹
田
設
計
株
式
会
社
と
同
志
社
大
学
と
の
共
同
研
究

　「在
宅
支
援
シ
ス
テ
ム
の
開
発
」

大城 紀衣乃
和田 美希
鍋島　彩
小橋川 利香
武藤 有沙
玉城 果菜
仲本 千晶

情報メディア学科3年（沖縄県 浦添商業高校出身）
スポーツ経営学科3年（滋賀県 八幡商業高校出身）
スポーツ経営学科3年（富山県 泊高校出身）
スポーツ経営学科2年（沖縄県 北部農林高校出身）
スポーツ経営学科2年（岐阜県 武義高校出身）
スポーツ経営学科2年（沖縄県 名護高校出身）
スポーツ経営学科2年（沖縄県 名護高校出身）

大
垣
女
性
消
防
隊
の
隊
員
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2
0
1
0
年
度
の
就
職
状
況
総
括

　例
年
、本
学
の
就
職
率
は
全
国
的
に
も
非
常
に
高
い
位
置

に
あ
り
、ラ
ン
キ
ン
グ
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
常
連
校
で
し
た

が
、昨
年
度
は
全
国
の
厳
し
さ
が
本
学
に
も
伝
わ
っ
て
き
た

と
い
え
る
厳
し
さ
が
あ
り
ま
し
た
。依
然
と
し
て
、雇
用
環

境
が
改
善
し
な
い
な
か
で
、名
古
屋
の
有
名
校
の
学
生
も
岐

阜
県
の
企
業
に
応
募
す
る
な
ど
岐
阜
県
で
の
競
争
も
厳
し
さ

を
増
し
ま
し
た
。１
社
当
た
り
の
採
用
数
が
減
り
、ど
の
会

社
で
採
用
さ
れ
る
に
し
て
も
、「
勝
ち
抜
く
」こ
と
が
必
須
と

な
り
、何
か
抜
き
出
た
力
を
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。そ
れ
で
も
内
定
率
が
最
終
９０
％
を
超
え
た
の

は
、学
生
諸
君
の
頑
張
り
の
成
果
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　本
学
は
、１
年
次
か
ら
全
員
履
修
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
充

実
に
力
を
入
れ
、就
職
試
験
対
策
の
勉
強
に
も
取
り
組
み
、

１
次
試
験
の
合
格
状
況
は
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
。2
0
1
0

年
度
は
、内
定
を
得
た
４
年
生
が
卒
業
前
の
１
月
く
ら
い
に

就
職
活
動
を
始
め
た
３
年
生
を
指
導
し
、エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー

ト
の
書
き
方
を
中
心
に
指
導
し
ま
し
た
。非
常
に
好
評
だ
っ

た
の
で
、2
0
1
1
度
は
拡
大
し
て
実
施
し
ま
す
。

　し
か
し
、こ
れ
ら
の
努
力
に
よ
っ
て
も
、最
終
面
接
ま
で

勝
ち
抜
く
力
を
十
分
に
付
け
る
に
は
足
り
て
い
な
い
と
反
省

し
て
い
ま
す
。最
後
ま
で
勝
ち
抜
く
に
は
、何
か
強
み
が
必

要
で
す
。早
い
学
年
か
ら
メ
ジ
ャ
ー
な
資
格
で
２
級
レ
ベ
ル

を
取
れ
る
よ
う
に
、初
歩
か
ら
積
み
上
げ
て
勉
強
す
る
な

ど
、３
年
間
を
通
じ
て
強
み
を
育
て
、そ
こ
か
ら
就
職
活
動

を
始
め
る
よ
う
取
り
組
む
必
要
を
感
じ
て
い
ま
す
。

就
職
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　キ
ャ
リ
ア
支
援
課
で
は
、1
〜
3
年
次
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア

形
成
の
授
業
を
通
し
て
知
識
の
積
み
上
げ
だ
け
で
な
く
、就

職
活
動
に
役
立
つ
自
己
分
析
・
業
界
研
究
・
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ナ
ー
等
多
く
の
企
画
を
組
み
入
れ
て
い
ま
す
。

　企
業
の
採
用
活
動
早
期
化
に
伴
い
、全
国
の
大
学
生
が
3

年
次
の
10
月
か
ら
就
職
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。学
生

の
中
に
は
、秋
か
ら
の
合
同
説
明
会
に
参
加
し
て
い
る
だ
け

で
就
職
活
動
を
行
っ
て
い
る
と
勘
違
い
し
て
い
る
学
生
も
い

ま
す
が
、採
用
さ
れ
る
に
は
個
々
の
企
業
説
明
会
に
参
加
し

て
エ
ン
ト
リ
―
を
行
う
等
、志
望
の
意
思
表
示
を
し
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。長
い
よ
う
で
短
い
就
職
活
動
、皆
さ
ん
に

は
3
年
次
の
前
期
か
ら
準
備
を
し
て
お
く
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

業
種
別
就
職

　2
0
1
1
年
3
月
卒
業
生
は
、厳
し
い
就
職
環
境
下
で
、

公
務
員
・
教
員
、金
融
関
連
・
ス
ポ
ー
ツ
関
連
等
の
企
業
、医

療
・
福
祉
施
設
に
就
職
し
ま
し
た
。学
生
達
の
活
躍
の
裏
に

は
、地
道
な
努
力
が
あ
り
、キ
ャ
リ
ア
支
援
課
が
主
催
し
た

学
内
企
業
セ
ミ
ナ
ー
、金
融
セ
ミ
ナ
ー
、就
職
活
動
特
別
講

座
、就
活
サ
ー
ク
ル
等
へ
の
参
加
意
欲
が
高
く
、ま
た
4
年

次
に
お
い
て
も
資
格
に
挑
戦
す
る
学
生
も
多
く
い
ま
し
た
。

在
学
生
の
皆
さ
ん
も
、「
先
輩
に
続
け
」と
キ
ャ
リ
ア
支
援
課

を
大
い
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

公
務
員
・
教
員

　
　
29
人

金
融
関
連

　
　
　
　
11
人

ス
ポ
ー
ツ
関
連

　
　
8
人

医
療
・
福
祉
施
設

　
21
人

2011年3月卒業生
就職率

92.9％

　明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、日
本
に
は
生
糸
の
生
産
を
仕
事
に
す
る

女
性（
女
工
）が
大
勢
い
ま
し
た
。

　岐
阜
県
の
飛
騨
地
方
に
い
た
女
工
さ
ん
は
、長
野
県
の
松
本
市
や
岡
谷
市

に
あ
る
工
場
ま
で
徒
歩
で
た
ど
り
着
い
て
い
た
の
で
す
が
、そ
の
道
は
非
常

に
長
く
険
し
い
道
程
で
、特
に
野
麦
峠
周
辺
は
難
関
だ
っ
た
よ
う
で
す
。ま

た
、や
っ
と
の
こ
と
で
工
場
に
た
ど
り
着
い
た
後
は
、１
日
１２
時
間
労
働
で

病
気
に
な
っ
て
も
休
ま
せ
て
も
ら
え
な
い
大
変
な
生
活
だ
っ
た
の
で
す
が
、

彼
女
た
ち
の
お
か
げ
で
日
本
の
経
済
は
大
き
く
発
展
し
ま
し
た
。

　こ
の
よ
う
に
、か
つ
て
あ
っ
た
犠
牲
の
も
と
に
今
の
私
た
ち
の
豊
か
さ
が

あ
り
ま
す
。私
は
こ
の
こ
と
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、実
際

に
道
を
歩
き
、そ
の
過
酷
さ
と
と
も
に
当
時
の
女
工
さ
ん
の
実
態
を
ま
と

め
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
す
る
と
い
う
活
動
を
し
ま
し
た
。

　日
程
は
、岐
阜
県
高
山
市
河
合
町
に
あ
る
角
川
駅
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、１

日
目
：
高
山
駅
周
辺
、２
日
目
：
高
山
市
高
根
町
、３
日
目
：
長
野
県
松
本
市
奈

川
、
４
日
目
：
松
本
市
波
田
、
５
日
目
：
岡
谷
市
と
歩
き
ま
し
た
。約

1
3
0
k
m
の
道
の
り
で
す
。i
P
a
d
の
マ
ッ
プ
ア
プ
リ
と
G
P
S
機
能

を
駆
使
し
て
、な
ん
と
か
あ
ま
り
迷
わ
ず
に
５
日
間
歩
き
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。現
在
は
ト
ン
ネ
ル
や
橋
も
あ
り
、道
路
も
整
備
さ
れ
て
い
て
歩

き
や
す
い
状
態
で
す
が
、私
の
場
合
、足
の
痛
み
は
１
週
間
く
ら
い
消
え
ま

せ
ん
で
し
た
。当
時
は
未
舗
装
で
吹
雪
が
吹
き
荒
れ
る
中
、し
か
も
小
学
生

高
学
年
く
ら
い
の
年
齢
か
ら
こ
の
道
を
歩
い
て
い
た
の
で
想
像
も
絶
す
る

ほ
ど
の
過
酷
さ
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　こ
の
旅
の
記
録
や
女
工
哀
史
に
つ
い
て
は
公
開
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(http://nom
ug
i.info/)

に
て
写
真
と
共
に
公
開
し
て
い
ま
す
。興
味
を

持
た
れ
た
方
は
覗
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ユニーク・プラン報告書

女
工
が
歩
い
た
道
を
歩
く

〜
飛
騨
古
川
か
ら
岡
谷
ま
で
の
道
の
り
〜

（

　
　
　
　
　
　
　
　）

情
報
メ
デ
ィ
ア
学
科
2
年

　水
谷

　
聡
さ
ん

愛
知
県

 

一
宮
商
業
高
校
出
身

　私
は
こ
の
大
学
に
進
学
を
す
る
に
あ
た
っ
て「
将
来
、地
元
を
活
性
化
し

た
い
」と
考
え
て
い
ま
し
た
。昨
年
度
は
、そ
の
一
歩
と
し
て「
地
域
ブ
ラ
ン

ド
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
調
査
研
究
」と
い
う
企
画
で
ユ
ニ
ー
ク
・
プ
ラ

ン
の
助
成
を
受
け
、私
の
出
身
地
で
あ
る
岐
阜
県
白
川
町
で
の
調
査
研
究
並

び
に
、大
垣
市
で
の
町
の
Ｐ
Ｒ
活
動
等
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　「地
域
ブ
ラ
ン
ド
」と
は
、「
地
域
を
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
こ
と
で
地
域
に
関
わ

る
す
べ
て
の
人
々
が
誇
り
と
愛
着
を
持
て
る
よ
う
に
な
る
こ
と
」で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。し
か
し
、地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
は
一
歩
一
歩
、歩
み
を

進
め
、地
域
全
体
で
協
力
し
て
築
き
上
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　そ
こ
で
、昨
年
度
は
白
川
町
を
ま
ず「
知
ろ
う
」と
考
え
ま
し
た
。町
の
人

た
ち
が「
何
を
求
め
」「
何
を
必
要
と
し
て
」「
何
を
誇
り
に
思
っ
て
い
る
の

か
」に
つ
い
て
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
や「
白
川
町
の
10
年
後
に
つ
い
て
」ど
う

思
っ
て
い
る
か
を
町
に
関
わ
る
方
に
書
い
て
い
た
だ
き
、ポ
ス
タ
ー
に
ま
と

め
町
内
各
所
に
配
布
し
ま
し
た
。白
川
町
以
外
の
と
こ
ろ
で
は
大
垣
市
で
対

象
地
域
に
対
す
る
意
識
調
査
、町
の
特
産
品
で
あ
る
お
茶
や
ハ
ム
を
市
内
の

商
店
街
で
販
売
す
る
な
ど
の
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

　私
た
ち
の
昨
年
度
の
活
動
は
、白
川
町
で
の
一
つ
の
き
っ
か
け
で
あ
り
、

今
後
の
挑
戦
の
最
初
の
一
歩
で
し
か

な
い
と
思
い
ま
す
。昨
年
度
の
活
動
を

私
た
ち
の
白
川
町
で
の
新
た
な
挑
戦

の
第
一
歩
だ
と
し
た
ら
、今
年
度
は
実

践
的
に
白
川
町
を
変
え
て
い
く
挑
戦

の
第
二
歩
目
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　過
疎
の
進
む
ま
ち
で
の
若
者
の
挑

戦
は
地
元
の
人
々
に
と
っ
て
は
と
て

も
大
き
な
期
待
や
希
望
と
な
り
ま
す
。

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
方
の
想
い
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
な
企
画
を
展
開
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（

　
　
　
　
　
　）

団
体
代
表

　経
済
学
科
3
年

　西
野 

靖
浩
さ
ん

岐
阜
県 

加
茂
高
校
出
身

2010年度のユニークプランとして、
個人の部1名、団体の部1団体が認定されました。
ユニークプランとは、独創的な研究・調査等を企画する
学生に対し、活動継続の援助と意欲の向上を目的とする制度です。
大学から一定の助成金額が支給されます。
2010年度のユニークプランを紹介します。

調査に参加した学生
経済学科3年（再掲）
経済学科3年（愛知県 愛知産業大学工業高校出身）
経済学科3年（岐阜県 郡上北高校出身）
経済学科3年（岐阜県 華陽フロンティア高校出身）
経済学科2年（岐阜県 岐阜農林高校出身）

西野 靖浩
中村 剛士
清水　賢
森山 貴幸
林　悠介

▲塩尻峠。奥は諏訪湖

▲峠の資料館
　野麦峠の館内の昔の女工姿

▲岐阜県産のケントンを使った白川ハム

▲白川茶の試飲

代表

団
体
代
表

　経
済
学
科
3
年

　西
野
靖
浩
さ
ん

地
域
ブ
ラ
ン
ド
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
調
査
研
究

　
　
　
　
　
〜
過
疎
が
進
む
中
山
間
地
域
を
世
界
に
通
用
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
魅
力
あ
る
ま
ち
に
す
る
た
め
に
〜

先輩による指導

就職特別講座

学内企業セミナー

10GKU NOW ! vol.7811 岐阜経済大マガジン



2
0
1
0
年
度
の
就
職
状
況
総
括

　例
年
、本
学
の
就
職
率
は
全
国
的
に
も
非
常
に
高
い
位
置

に
あ
り
、ラ
ン
キ
ン
グ
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
常
連
校
で
し
た

が
、昨
年
度
は
全
国
の
厳
し
さ
が
本
学
に
も
伝
わ
っ
て
き
た

と
い
え
る
厳
し
さ
が
あ
り
ま
し
た
。依
然
と
し
て
、雇
用
環

境
が
改
善
し
な
い
な
か
で
、名
古
屋
の
有
名
校
の
学
生
も
岐

阜
県
の
企
業
に
応
募
す
る
な
ど
岐
阜
県
で
の
競
争
も
厳
し
さ

を
増
し
ま
し
た
。１
社
当
た
り
の
採
用
数
が
減
り
、ど
の
会

社
で
採
用
さ
れ
る
に
し
て
も
、「
勝
ち
抜
く
」こ
と
が
必
須
と

な
り
、何
か
抜
き
出
た
力
を
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。そ
れ
で
も
内
定
率
が
最
終
９０
％
を
超
え
た
の

は
、学
生
諸
君
の
頑
張
り
の
成
果
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　本
学
は
、１
年
次
か
ら
全
員
履
修
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
充

実
に
力
を
入
れ
、就
職
試
験
対
策
の
勉
強
に
も
取
り
組
み
、

１
次
試
験
の
合
格
状
況
は
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
。2
0
1
0

年
度
は
、内
定
を
得
た
４
年
生
が
卒
業
前
の
１
月
く
ら
い
に

就
職
活
動
を
始
め
た
３
年
生
を
指
導
し
、エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー

ト
の
書
き
方
を
中
心
に
指
導
し
ま
し
た
。非
常
に
好
評
だ
っ

た
の
で
、2
0
1
1
度
は
拡
大
し
て
実
施
し
ま
す
。

　し
か
し
、こ
れ
ら
の
努
力
に
よ
っ
て
も
、最
終
面
接
ま
で

勝
ち
抜
く
力
を
十
分
に
付
け
る
に
は
足
り
て
い
な
い
と
反
省

し
て
い
ま
す
。最
後
ま
で
勝
ち
抜
く
に
は
、何
か
強
み
が
必

要
で
す
。早
い
学
年
か
ら
メ
ジ
ャ
ー
な
資
格
で
２
級
レ
ベ
ル

を
取
れ
る
よ
う
に
、初
歩
か
ら
積
み
上
げ
て
勉
強
す
る
な

ど
、３
年
間
を
通
じ
て
強
み
を
育
て
、そ
こ
か
ら
就
職
活
動

を
始
め
る
よ
う
取
り
組
む
必
要
を
感
じ
て
い
ま
す
。

就
職
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　キ
ャ
リ
ア
支
援
課
で
は
、1
〜
3
年
次
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア

形
成
の
授
業
を
通
し
て
知
識
の
積
み
上
げ
だ
け
で
な
く
、就

職
活
動
に
役
立
つ
自
己
分
析
・
業
界
研
究
・
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ナ
ー
等
多
く
の
企
画
を
組
み
入
れ
て
い
ま
す
。

　企
業
の
採
用
活
動
早
期
化
に
伴
い
、全
国
の
大
学
生
が
3

年
次
の
10
月
か
ら
就
職
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。学
生

の
中
に
は
、秋
か
ら
の
合
同
説
明
会
に
参
加
し
て
い
る
だ
け

で
就
職
活
動
を
行
っ
て
い
る
と
勘
違
い
し
て
い
る
学
生
も
い

ま
す
が
、採
用
さ
れ
る
に
は
個
々
の
企
業
説
明
会
に
参
加
し

て
エ
ン
ト
リ
―
を
行
う
等
、志
望
の
意
思
表
示
を
し
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。長
い
よ
う
で
短
い
就
職
活
動
、皆
さ
ん
に

は
3
年
次
の
前
期
か
ら
準
備
を
し
て
お
く
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

業
種
別
就
職

　2
0
1
1
年
3
月
卒
業
生
は
、厳
し
い
就
職
環
境
下
で
、

公
務
員
・
教
員
、金
融
関
連
・
ス
ポ
ー
ツ
関
連
等
の
企
業
、医

療
・
福
祉
施
設
に
就
職
し
ま
し
た
。学
生
達
の
活
躍
の
裏
に

は
、地
道
な
努
力
が
あ
り
、キ
ャ
リ
ア
支
援
課
が
主
催
し
た

学
内
企
業
セ
ミ
ナ
ー
、金
融
セ
ミ
ナ
ー
、就
職
活
動
特
別
講

座
、就
活
サ
ー
ク
ル
等
へ
の
参
加
意
欲
が
高
く
、ま
た
4
年

次
に
お
い
て
も
資
格
に
挑
戦
す
る
学
生
も
多
く
い
ま
し
た
。

在
学
生
の
皆
さ
ん
も
、「
先
輩
に
続
け
」と
キ
ャ
リ
ア
支
援
課

を
大
い
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

公
務
員
・
教
員

　
　
29
人

金
融
関
連

　
　
　
　
11
人

ス
ポ
ー
ツ
関
連

　
　
8
人

医
療
・
福
祉
施
設

　
21
人

2011年3月卒業生
就職率

92.9％

　明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、日
本
に
は
生
糸
の
生
産
を
仕
事
に
す
る

女
性（
女
工
）が
大
勢
い
ま
し
た
。

　岐
阜
県
の
飛
騨
地
方
に
い
た
女
工
さ
ん
は
、長
野
県
の
松
本
市
や
岡
谷
市

に
あ
る
工
場
ま
で
徒
歩
で
た
ど
り
着
い
て
い
た
の
で
す
が
、そ
の
道
は
非
常

に
長
く
険
し
い
道
程
で
、特
に
野
麦
峠
周
辺
は
難
関
だ
っ
た
よ
う
で
す
。ま

た
、や
っ
と
の
こ
と
で
工
場
に
た
ど
り
着
い
た
後
は
、１
日
１２
時
間
労
働
で

病
気
に
な
っ
て
も
休
ま
せ
て
も
ら
え
な
い
大
変
な
生
活
だ
っ
た
の
で
す
が
、

彼
女
た
ち
の
お
か
げ
で
日
本
の
経
済
は
大
き
く
発
展
し
ま
し
た
。

　こ
の
よ
う
に
、か
つ
て
あ
っ
た
犠
牲
の
も
と
に
今
の
私
た
ち
の
豊
か
さ
が

あ
り
ま
す
。私
は
こ
の
こ
と
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、実
際

に
道
を
歩
き
、そ
の
過
酷
さ
と
と
も
に
当
時
の
女
工
さ
ん
の
実
態
を
ま
と

め
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
す
る
と
い
う
活
動
を
し
ま
し
た
。

　日
程
は
、岐
阜
県
高
山
市
河
合
町
に
あ
る
角
川
駅
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、１

日
目
：
高
山
駅
周
辺
、２
日
目
：
高
山
市
高
根
町
、３
日
目
：
長
野
県
松
本
市
奈

川
、
４
日
目
：
松
本
市
波
田
、
５
日
目
：
岡
谷
市
と
歩
き
ま
し
た
。約

1
3
0
k
m
の
道
の
り
で
す
。i
P
a
d
の
マ
ッ
プ
ア
プ
リ
と
G
P
S
機
能

を
駆
使
し
て
、な
ん
と
か
あ
ま
り
迷
わ
ず
に
５
日
間
歩
き
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。現
在
は
ト
ン
ネ
ル
や
橋
も
あ
り
、道
路
も
整
備
さ
れ
て
い
て
歩

き
や
す
い
状
態
で
す
が
、私
の
場
合
、足
の
痛
み
は
１
週
間
く
ら
い
消
え
ま

せ
ん
で
し
た
。当
時
は
未
舗
装
で
吹
雪
が
吹
き
荒
れ
る
中
、し
か
も
小
学
生

高
学
年
く
ら
い
の
年
齢
か
ら
こ
の
道
を
歩
い
て
い
た
の
で
想
像
も
絶
す
る

ほ
ど
の
過
酷
さ
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　こ
の
旅
の
記
録
や
女
工
哀
史
に
つ
い
て
は
公
開
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(http://nom
ug
i.info/)

に
て
写
真
と
共
に
公
開
し
て
い
ま
す
。興
味
を

持
た
れ
た
方
は
覗
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ユニーク・プラン報告書

女
工
が
歩
い
た
道
を
歩
く

〜
飛
騨
古
川
か
ら
岡
谷
ま
で
の
道
の
り
〜

（

　
　
　
　
　
　
　
　）

情
報
メ
デ
ィ
ア
学
科
2
年

　水
谷

　
聡
さ
ん

愛
知
県

 

一
宮
商
業
高
校
出
身

　私
は
こ
の
大
学
に
進
学
を
す
る
に
あ
た
っ
て「
将
来
、地
元
を
活
性
化
し

た
い
」と
考
え
て
い
ま
し
た
。昨
年
度
は
、そ
の
一
歩
と
し
て「
地
域
ブ
ラ
ン

ド
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
調
査
研
究
」と
い
う
企
画
で
ユ
ニ
ー
ク
・
プ
ラ

ン
の
助
成
を
受
け
、私
の
出
身
地
で
あ
る
岐
阜
県
白
川
町
で
の
調
査
研
究
並

び
に
、大
垣
市
で
の
町
の
Ｐ
Ｒ
活
動
等
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　「地
域
ブ
ラ
ン
ド
」と
は
、「
地
域
を
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
こ
と
で
地
域
に
関
わ

る
す
べ
て
の
人
々
が
誇
り
と
愛
着
を
持
て
る
よ
う
に
な
る
こ
と
」で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。し
か
し
、地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
は
一
歩
一
歩
、歩
み
を

進
め
、地
域
全
体
で
協
力
し
て
築
き
上
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　そ
こ
で
、昨
年
度
は
白
川
町
を
ま
ず「
知
ろ
う
」と
考
え
ま
し
た
。町
の
人

た
ち
が「
何
を
求
め
」「
何
を
必
要
と
し
て
」「
何
を
誇
り
に
思
っ
て
い
る
の

か
」に
つ
い
て
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
や「
白
川
町
の
10
年
後
に
つ
い
て
」ど
う

思
っ
て
い
る
か
を
町
に
関
わ
る
方
に
書
い
て
い
た
だ
き
、ポ
ス
タ
ー
に
ま
と

め
町
内
各
所
に
配
布
し
ま
し
た
。白
川
町
以
外
の
と
こ
ろ
で
は
大
垣
市
で
対

象
地
域
に
対
す
る
意
識
調
査
、町
の
特
産
品
で
あ
る
お
茶
や
ハ
ム
を
市
内
の

商
店
街
で
販
売
す
る
な
ど
の
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

　私
た
ち
の
昨
年
度
の
活
動
は
、白
川
町
で
の
一
つ
の
き
っ
か
け
で
あ
り
、

今
後
の
挑
戦
の
最
初
の
一
歩
で
し
か

な
い
と
思
い
ま
す
。昨
年
度
の
活
動
を

私
た
ち
の
白
川
町
で
の
新
た
な
挑
戦

の
第
一
歩
だ
と
し
た
ら
、今
年
度
は
実

践
的
に
白
川
町
を
変
え
て
い
く
挑
戦

の
第
二
歩
目
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　過
疎
の
進
む
ま
ち
で
の
若
者
の
挑

戦
は
地
元
の
人
々
に
と
っ
て
は
と
て

も
大
き
な
期
待
や
希
望
と
な
り
ま
す
。

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
方
の
想
い
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
な
企
画
を
展
開
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（

　
　
　
　
　
　）

団
体
代
表

　経
済
学
科
3
年

　西
野 

靖
浩
さ
ん

岐
阜
県 

加
茂
高
校
出
身

2010年度のユニークプランとして、
個人の部1名、団体の部1団体が認定されました。
ユニークプランとは、独創的な研究・調査等を企画する
学生に対し、活動継続の援助と意欲の向上を目的とする制度です。
大学から一定の助成金額が支給されます。
2010年度のユニークプランを紹介します。

調査に参加した学生
経済学科3年（再掲）
経済学科3年（愛知県 愛知産業大学工業高校出身）
経済学科3年（岐阜県 郡上北高校出身）
経済学科3年（岐阜県 華陽フロンティア高校出身）
経済学科2年（岐阜県 岐阜農林高校出身）

西野 靖浩
中村 剛士
清水　賢
森山 貴幸
林　悠介

▲塩尻峠。奥は諏訪湖

▲峠の資料館
　野麦峠の館内の昔の女工姿

▲岐阜県産のケントンを使った白川ハム

▲白川茶の試飲

代表

地
域
ブ
ラ
ン
ド
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
調
査
研
究

　
　
　
　
　
〜
過
疎
が
進
む
中
山
間
地
域
を
世
界
に
通
用
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
魅
力
あ
る
ま
ち
に
す
る
た
め
に
〜

先輩による指導

就職特別講座

学内企業セミナー

10GKU NOW ! vol.7811 岐阜経済大マガジン



経営学部　竹内 治彦教授

ごくささやかな誓い
キャリア形成の目的が「夢の実現」だったとしても、
その達成のためには自分をコントロールし
努力せねばなりません。何かを成し遂げるのに
自分をコントロールする力は不可欠です。

家
族
の
こ
と

　生
ま
れ
た
の
は
富
山
市
で
す
が
2
歳
ま
で
し
か
い
ま
せ
ん
で

し
た
。父
は
大
手
生
命
保
険
会
社
に
勤
務
し
て
お
り
、3
年
に
一

度
転
勤
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。自
分
の
父
親
を
褒
め
て
は
い
け

ま
せ
ん
が
偉
か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。大
正
末
に
庄
屋
と
は

い
え
農
家
の
跡
取
り
で
は
な
く
生
ま
れ
、大
学
に
入
れ
て
も
ら

え
ず
商
科
専
門
学
校
で
学
び
保
険
会
社
に
入
っ
た
よ
う
で
す
。

名
古
屋
に
も
3
年
い
て
、当
時
、支
店
長
だ
っ
た
の
で
す
が
、私

は
今
、そ
の
会
社
の
名
古
屋
支
店
長
に
電
話
を
し
て
ア
ポ
を
取

る
の
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。父
に
追
い
つ
け
て
い
な
い
な
、

も
っ
と
頑
張
ら
な
い
と
い
け
な
い
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　私
は
こ
の
大
学
で
は「
厳
し
い
人
」と
思
わ
れ
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、私
の
家
族
に
比
べ
た
ら
何
の
何
の
、と
に
か

く
怖
か
っ
た
で
す
。母
は
84
歳
に
な
り
、や
っ
と
少
し
枯
れ
て

く
れ
て
温
泉
旅
行
な
ど
に
連
れ
て
行
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
が
、少
し
前
ま
で
は
、会
え
ば
何
か
と
注
意
さ
れ
て
怖
い
し

腹
も
立
つ
の
で
帰
省
の
足
も
遠
の
い
た
も
の
で
す
。昔
の
東
京

の
中
産
階
級
の
人
は
皆
さ
ん
厳
し
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

あ
る
友
人
は
、父
親
は
大
学
教
授
、祖
父
は
日
本
に
洋
画
を
持

ち
こ
ん
だ
歴
史
的
画
家
で
、家
は
青
山
に
あ
り
ま
し
た
。遊
び

に
行
っ
た
ら
家
の
中
に
公
衆
電
話
が
！
携
帯
電
話
の
な
か
っ

た
時
代
、電
話
を
使
い
ま
く
る
孫
た
ち
に
立
腹
さ
れ
た
お
祖
母

さ
ま
が
導
入
さ
れ
た
そ
う
で
す
。お
借
り
し
た
旅
館
の
歯
ブ
ラ

シ
を
友
人
同
士
混
ぜ
て
し
ま
っ
た
ら
、「
別
に
し
て
お
け
ば
、ま

た
使
え
る
の
に
も
っ
た
い
な
い
。」と
お
母
さ
ま
か
ら
叱
ら
れ

ま
し
た
。お
金
持
ち
で
も
物
を
大
切
に
し
、駄
目
な
こ
と
を
す

る
と
他
所
の
子
で
も
叱
ら
れ
ま
し
た
。な
ぜ
今
の
大
人
は
叱
ら

な
い
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。感
情
に
任
せ
て
怒
る
の
で
は
な

く
、き
ち
ん
と
叱
れ
る
大
人
で
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
事
業

　本
学
の
キ
ャ
リ
ア
の
部
長
を
勤
め
、も
う
6
年
目
に
な
り
ま

す
。大
学
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
つ
い
て
は
キ
ャ
リ
ア
の
コ
ー
ナ
ー

で
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、今
年
度
は
岐
阜
県
の
委
託
事
業

と
し
て
、県
下
の
高
等
学
校
で
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
行
う
事
業
の
採

択
を
受
け
ま
し
た
。公
立
高
校
63
校
で
3
5
0
回
以
上
の
講
座

を
開
く
こ
と
が
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
す
。岐
阜
県
の
進
路
指
導
を
調
べ

て
い
た
ら
、あ
る
校
長
先
生
が
進
路
指
導
の
根
幹
は
生
徒
の「
自

己
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
力
」を
高
め
る
こ
と
だ
と
書
か
れ
て
い
て
共
感

し
ま
し
た
。キ
ャ
リ
ア
形
成
の
目
的
が「
夢
の
実
現
」だ
っ
た
と
し

て
も
、そ
の
達
成
の
た
め
に
は
自
分
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
努
力
せ

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。何
か
を
成
し
遂
げ
る
の
に
自
分
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
力
は
不
可
欠
で
す
。

　3
月
11
日
の
2
時
半
過
ぎ
に
完
成
さ
せ
た
書
類
を
持
ち
岐
阜

県
庁
に
向
か
い
ま
し
た
。途
中
、停
ま
っ
て
い
る
車
が
い
る
気
配

で
変
だ
な
と
思
い
つ
つ
到
着
し
た
と
こ
ろ
、県
庁
は
ざ
わ
つ
い

て
お
り
、す
ご
い
地
震
だ
っ
た
と
う
か
が
い
ま
し
た
。帰
学
後
、

確
認
す
る
と
速
報
は
宮
城
沖
で
震
度
６
強
と
出
て
い
た
と
思
い

ま
す
。津
波
が
来
た
な
と
は
思
い
ま
し
た
。そ
の
後
、知
ら
さ
れ

た
事
実
は
想
像
を
は
る
か
に
超
え
る
も
の
で
し
た
。1
週
間
後

に
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
審
査
会
が
あ
り
、8
件
の
中
か
ら
本
学
の
事

業
計
画
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
が
、そ
の
間
、事
業
そ
の
も
の
が
な

く
な
る
と
考
え
て
い
ま
し
た
。有
意
義
な
事
業
と
は
思
い
ま
す

が
、震
災
対
策
に
比
し
緊
急
性
が
低
い
の
は
明
ら
か
だ
っ
た
か

ら
で
す
。

　予
定
通
り
、事
業
は
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。亡
く
な
ら
れ
た
方
々
、被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
、数
多
く

の
困
難
な
現
場
で
挌
闘
す
る
皆
さ
ん
に
対
し
て
、私
は
私
の
持

ち
場
で
微
弱
な
が
ら
お
引
き
受
け
し
た
責
務
を
果
た
す
べ
く

努
力
し
ま
し
た
と
心
の
中
で
御
報
告
で
き
る
よ
う
、精
一
杯
努

め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

趣味拝見

趣味はいろいろありますが、陶
芸もやっています。電動ロクロ
でお鉢なども作りますが、寒い
冬はこんなのも作ります。招き
干支動物シリーズなのですが、
どちらかというと、エイエイオー
とやっているみたいですね。

この度は、東日本大震災で被災された皆様には、謹んで
お見舞い申し上げます。本学の被災者に対する取組として、
森誠一経済学部教授の活動や、樋下田邦子経済学部准教授
が考える“ボランティア”を紹介します。
一日も早い復興を心よりお祈りしております。

　森教
授
は
、東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
甚
大
な

被
害
を
受
け
た
岩
手
県
大
槌
町
と
、自
身
の
研
究

で
あ
る「
イ
ト
ヨ
の
研
究
」関
係
で
長
く
お
付
き

合
い
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
度
、大
槌
町
い
や
東

北
地
方
を
復
興
さ
せ
よ
う
と
、研
究
仲
間（
研
究

者
や
山
形
県
遊
佐
町
、新
潟
県
五
条
市
、東
京
や

京
都
な
ど
の
数
十
名
）と「
大
槌
町
復
興
支
援
の

会
」を
立
ち
上
げ
、募
金
活
動
を
推
進
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

　森教
授
の
支
援
活
動
や
コ
メ
ン
ト
等
を
紹
介

し
ま
す
。

人
と
人
と
の
輪
で
つ
な
が
る
社
会

　樋下
田
准
教
授
は
、自
身
で
指
導
し
て
い
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
の
”H
I
G
E
☆
B
U
“の

学
生
と
協
力
し
て
、本
学
卒
業
式
や
入
学
式
に
募

金
活
動
を
行
い
、日
本
赤
十
字
社
に
送
金
さ
れ
ま

し
た
。”H
I
G
E
☆
B
U
“は
今
回
の
震
災
の
被

災
者
に
対
す
る
募
金
活
動
の
他
に
、高
齢
者
施
設

や
、子
ど
も
と
遊
ぶ
保
育
園
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

　樋下
田
准
教
授
の
”ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
“に
対
す

る
考
え
等
を
紹
介
し
ま
す
。

　朝
、大
学
に
向
か
う
電
車
の
窓
か
ら
三
河
湾
の
穏

や
か
な
海
を
見
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。私
は

東
北
地
方
山
形
の
内
陸
出
身
で
初
め
て
海
を
見
た

の
が
小
学
６
年
生
の
時
、酒
田
沖
か
ら
ひ
ろ
が
る
日

本
海
で
あ
っ
た
。そ
の
時
、地
球
に
住
む
人
々
が
こ

の
海
で
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
に
感
激
し
、打
ち
寄

せ
る
波
打
ち
際
で
、世
界
が
ひ
と
つ
に
な
る
平
和
で

幸
せ
な
社
会
を
創
ろ
う
等
と
壮
大
な
夢
を
膨
ら
ま

せ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。今
日
、車
窓
か
ら
見
る
朝

陽
に
輝
く
三
河
湾
と
、3
月
11
日
に
東
北
地
方
を

襲
っ
た
地
震
、津
波
を
テ
レ
ビ
か
ら
見
る
海
が
同
じ

で
あ
る
と
は
思
え
な
い
。繰
り
返
し
流
れ
る
悲
惨
な

状
況
で
生
活
し
て
い
る
人
々
の
映
像
や
、店
先
か
ら

水
や
米
や
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
が
消
え
て
い
く
日
常

が
同
じ
日
本
の
中
で
起
き
て
い
る
。そ
し
て
、何
も

出
来
な
い
無
力
さ
に
気
付
き
、被
災
さ
れ
た
地
域
や

人
々
の
映
像
を
た
だ
茫
然
と
見
る
だ
け
だ
。

　し
か
し
、背
伸
び
し
な
い
で
一
人
ひ
と
り
が「
で

き
る
こ
と
」を
行
動
に
移
す
こ
と
は
出
来
る
。大
学

や
街
頭
で
の
募
金
活
動
や
必
要
な
物
資
を
提
供
す

る
こ
と
、拠
点
で
の
物
資
の
仕
分
け
や
日
常
生
活
で

の
節
電
等
が
あ
る
が
、何
よ
り
も
大
切
な
こ
と
は
、

こ
の
大
震
災
を
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
な
く
、復
興
ま

で
の
長
い
道
の
り
を
支
援
し
続
け
る
こ
と
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。ひ
と
り
の
人
間
の
力
は
ち
っ
ぽ
け
で

頼
り
な
い
が
、手
と
手
が
つ
な
が
り
、そ
れ
が
大
き

な
輪
に
な
る
と
、悲
し
み
や
苦
し
み
、辛
さ
を
包
み

込
む
何
倍
も
の
力
に
な
り
、未
来
を
築
く
元
気
な
力

を
生
み
出
し
て
い
く
。

　み
な
さ
ま
、い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　こ
の
場
を
借
り
て
恐
縮
で
す
が
震
災
復
興
支
援

に
つ
き
ご
高
配
を
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。今

回
の
震
災
に
つ
き
東
北
や
北
関
東
で
は
甚
大
な
被
害

を
受
け
、私
の
友
人
知
人
も
幾
人
も
被
災
さ
れ
、死
亡

や
行
方
不
明
の
方
も
お
ら
れ
、言
葉
で
は
言
い
表
せ

な
い
気
持
ち
で
す
。私
自
身
、３
月
の
多
く
を
在
京
し

て
お
り
、揺
れ
る
会
議
な
ど
が
幾
度
か
あ
り
、イ
ス
や

棚
を
掴
む
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　私
は
、テ
レ
ビ
で
も
し
ば
し
ば
壊
滅
的
な
状
況
が

取
り
上
げ
ら
れ
る
岩
手
県
大
槌
町
と
長
く
付
き
合
い

が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、「
大
槌
町
復
興
支
援
の
会
」を

当
地
で
研
究
や
地
域
づ
く
り
活
動
で
関
連
す
る
仲
間

と
立
ち
上
げ
、世
話
人
と
し
て
募
金
活
動
を
始
め
ま

し
た
。自
明
な
が
ら
、背
景
に
政
治
宗
教
は
一
切
関
与

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。被
災
地
で
肉
体
の
動

き
で
支
援
で
き
な
い
な
ら
ば
、ど
こ
か
し
こ
の
場
を

対
象
に
募
金
活
動
を
す
る
こ
と
く
ら
い
し
か
で
き
な

い
か
と
思
っ
た
次
第
で
す
。

　す
で
に
募
金
や
支
援
活
動
さ
れ
て
お
ら
れ
る
方

も
多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、当
募
金
に
つ
き
御
勘
案

い
た
だ
け
ま
す
と
有
難
く
存
じ
ま
す
。４
月
８
日
時

点
、開
設
２
週
間
ほ
ど
で
、北
海
道
か
ら
九
州
ま
で

発
起
人
参
加
は
2
0
0
名
を
超
え
、本
格
的
な
募
金

活
動
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。発

起
人
参
加
い
た
だ
け
る
場
合
は
、私
宛
に
メ
ー
ル

（sm
ori@

gifu-keizai.ac.jp

）で
ご
意
思
を
お
知
ら

せ
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。発
起
人
は
、当
活

動
に
賛
同
募
金
い
た
だ
け
る
方
と
い
う
ほ
ど
の
意

味
で
す
。な
お
、発
起
人
・
募
金
者
の
名
簿
公
開
は
原

則
と
し
て
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　今
後
、本
学
の
実
態
を
鑑
み
て
、

下
記
３
つ
の
側
面
か
ら
、こ
の
事

態
に
対
し
て
全
学
的
な
活
動
が

で
き
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
1
）現
地
支
援
活
動

　
特
定
の
被
災
地
に
行
く
こ
と
。

私
事
が
絡
む
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、岩
手
県
大
槌
町
を
提
案
し
ま

す
。理
由
と
し
て
は
、テ
レ
ビ
新

聞
な
ど
で
も
知
ら
れ
、そ
の
被
災

規
模
の
甚
大
さ
、移
動
ル
ー
ト
が

あ
る
程
度
整
備
さ
れ
て
お
り
、私

が
避
難
統
括
で
も
あ
る
町
職
員

と
10
数
年
、懇
意
に
し
て
お
り
、

正
確
な
情
報
が
入
る
こ
と
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。こ
の
支
援
活
動
は
す
で
に
い
く
つ
か
の

新
聞
、テ
レ
ビ
な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

（
2
）物
資
支
援
活
動

　
例
え
ば
、私
が
代
表
の「
湧
水
保
全
フ
ォ
ー
ラ
ム
」の

一
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
東
京
都
久
留
米
市
グ
ル
ー

プ
が
実
践
し
て
い
る
物
資
支
援
の
手
伝
い
を
す
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。こ
う
し
た
民
間
活
動
の
要
請

は
、仕
分
け
作
業
な
ど
の
手
伝
い
に
後
方
支
援
と
し
て

参
加
す
る
こ
と
も
期
待
で
き
ま
す
。

（
3
）募
金
活
動

　
赤
十
字
や
行
政
窓
口
に
募
金
支
援
し
つ
つ
、プ
ラ
ス

ア
ル
フ
ァ
と
し
て
の
あ
る
特
定
の
市
町
復
興
や
停
止

し
て
い
る
事
業
に
直
接
的
に
使
っ
て
も
ら
え
る
募
金

と
し
て
の
ス
ト
ー
リ
ー
性
が
重
要
で
す
。

　以
上
３
つ
の
観
点
に
お
い
て
、学
生
も
何
ら
か
の

形
で
参
加
で
き
る
よ
う
な
を
取
組
を
検
討
す
る
べ

き
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　い
ず
れ
に
し
て
も
、私
は
、復
興
が
一
段
落
す
る

ま
で
、地
道
に
支
援
活
動
は
続
け
て
い
く
つ
も
り
で

お
り
ま
す
。よ
ろ
し
く
広
く
周
知
の
ほ
ど
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　先
日
、東
京
の
あ
る
会
合
で
上
京
し
て
き
た
大
槌

町
生
涯
学
習
課
長（
兼
避
難
統
括
）に
よ
る
と
、定
例

の
朝
礼
時
に
、南
の
方
で
は
桜
が
開
花
し
た
と
い
う

ア
ナ
ウ
ン
ス
を
し
た
ら
、避
難
所
の
体
育
館
に
歓
声

の
ど
よ
め
き
が
起
こ
っ
た
そ
う
で
す
。北
国
の
春
も

近
し
、と
な
る
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

　私
た
ち
は
、何
か
役
割
を
担
っ
て
生
き
て
い
く
た

め
に
こ
の
世
に
生
ま
れ
て
き
た
。理
髪
店
を
営
ん
で

い
た
理
容
師
は
、ハ
サ
ミ
と
櫛
を
探
し
て
被
災
さ
れ

た
人
の
髪
の
毛
を
切
る
。食
堂
を
営
ん
で
い
た
男
性

は
、避
難
所
で
の
炊
き
出
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す

る
。中
学
・
高
校
生
は
、子
ど
も
た
ち
に
絵
本
を
読

み
、一
緒
に
遊
び
元
気
な
笑
顔
を
つ
く
り
だ
し
て
い

る
。こ
れ
ら
は
、被
災
さ
れ
た
方
か
ら
被
災
さ
れ
た

方
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
あ
る
。

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、与
え
る
側
の
満
足
で
終
結
す
る

怖
さ
を
持
っ
て
い
る
。今
年
度
か
ら
学
内
に
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
）が
設
置
さ
れ
る
。セ
ン
タ
ー
は
、活
動
か
ら

「
学
び
」、明
日
の
日
本
を
創
造
す
る
力
を
育
ん
だ
学
生

を
輩
出
す
る
機
能
が
あ
る
。今
回
の
大
震
災
に
関
し
て

は
、学
生
が
中
心
と
な
っ
て
社
会
福
祉
協
議
会
や
市
町

村
、現
地
か
ら
被
災
地
で
生
活
し
て
い
る
状
況
に
つ
い

て
情
報
を
集
約
し
、課
題
を
整
理
し
た
後
に
、学
内
だ

け
で
な
く
大
垣
市
内
、近
郊
市
町
村
に
情
報
を
発
信

し
、大
学
と
地
域
が
一
体
に
な
っ
て
支
援
・
活
動
す
る

体
制
づ
く
り
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　被
災
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の
復
興
は
、未
来
を
創
る
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、
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い
支
援
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動
が
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す
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が
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く
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テ
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が
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あ
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で
す
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興
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に
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ご
高
配
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と
幸
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で
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の
震
災
に
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東
北
や
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関
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で
は
甚
大
な
被
害

を
受
け
、私
の
友
人
知
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も
幾
人
も
被
災
さ
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、死
亡

や
行
方
不
明
の
方
も
お
ら
れ
、言
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で
は
言
い
表
せ

な
い
気
持
ち
で
す
。私
自
身
、３
月
の
多
く
を
在
京
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て
お
り
、揺
れ
る
会
議
な
ど
が
幾
度
か
あ
り
、イ
ス
や
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を
掴
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り
ま
し
た
。

　私
は
、テ
レ
ビ
で
も
し
ば
し
ば
壊
滅
的
な
状
況
が

　私
は
、テ
レ
ビ
で
も
し
ば
し
ば
壊
滅
的
な
状
況
が

取
り
上
げ
ら
れ
る
岩
手
県
大
槌
町
と
長
く
付
き
合
い

取
り
上
げ
ら
れ
る
岩
手
県
大
槌
町
と
長
く
付
き
合
い

が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、「
大
槌
町
復
興
支
援
の
会
」を

が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、「
大
槌
町
復
興
支
援
の
会
」を

当
地
で
研
究
や
地
域
づ
く
り
活
動
で
関
連
す
る
仲
間

当
地
で
研
究
や
地
域
づ
く
り
活
動
で
関
連
す
る
仲
間

森教授の被災地に対する支援活動

人
と
人
と
の
輪
で
つ
な
が
る
社
会

樋
下
田
准
教
授
は
、自
身
で
指
導
し
て
い
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
の

学
生
と
協
力
し
て
、本
学
卒
業
式
や
入
学
式
に
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を
行
い
、日
本
赤
十
字
社
に
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に
対
す
る
募
金
活
動
の
他
に
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施
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と
遊
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の
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て
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ま
す
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下
田
准
教
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る
考
え
等
を
紹
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し
ま
す
。

　朝
、大
学
に
向
か
う
電
車
の
窓
か
ら
三
河
湾
の
穏

や
か
な
海
を
見
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。私
は

東
北
地
方
山
形
の
内
陸
出
身
で
初
め
て
海
を
見
た

の
が
小
学
６
年
生
の
時
、酒
田
沖
か
ら
ひ
ろ
が
る
日

本
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で
あ
っ
た
。そ
の
時
、地
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に
住
む
人
々
が
こ

の
海
で
つ
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が
っ
て
い
る
こ
と
に
感
激
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、打
ち
寄

せ
る
波
打
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で
、世
界
が
ひ
と
つ
に
な
る
平
和
で

幸
せ
な
社
会
を
創
ろ
う
等
と
壮
大
な
夢
を
膨
ら
ま

せ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。今
日
、車
窓
か
ら
見
る
朝

陽
に
輝
く
三
河
湾
と
、

挙
げ
ら
れ
ま
す
。こ
の
支
援
活
動
は
す
で
に
い
く
つ
か
の

例
え
ば
、私
が
代
表
の「
湧
水
保
全
フ
ォ
ー
ラ
ム
」の

一
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
東
京
都
久
留
米
市
グ
ル
ー

プ
が
実
践
し
て
い
る
物
資
支
援
の
手
伝
い
を
す
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。こ
う
し
た
民
間
活
動
の
要
請

は
、仕
分
け
作
業
な
ど
の
手
伝
い
に
後
方
支
援
と
し
て

樋下田准教授が考える“ボランティア”

入学式での
募金活動
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ごくささやかな誓い
キャリア形成の目的が「夢の実現」だったとしても、
その達成のためには自分をコントロールし
努力せねばなりません。何かを成し遂げるのに
自分をコントロールする力は不可欠です。

家
族
の
こ
と

　生
ま
れ
た
の
は
富
山
市
で
す
が
2
歳
ま
で
し
か
い
ま
せ
ん
で

し
た
。父
は
大
手
生
命
保
険
会
社
に
勤
務
し
て
お
り
、3
年
に
一

度
転
勤
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。自
分
の
父
親
を
褒
め
て
は
い
け

ま
せ
ん
が
偉
か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。大
正
末
に
庄
屋
と
は

い
え
農
家
の
跡
取
り
で
は
な
く
生
ま
れ
、大
学
に
入
れ
て
も
ら

え
ず
商
科
専
門
学
校
で
学
び
保
険
会
社
に
入
っ
た
よ
う
で
す
。

名
古
屋
に
も
3
年
い
て
、当
時
、支
店
長
だ
っ
た
の
で
す
が
、私

は
今
、そ
の
会
社
の
名
古
屋
支
店
長
に
電
話
を
し
て
ア
ポ
を
取

る
の
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。父
に
追
い
つ
け
て
い
な
い
な
、

も
っ
と
頑
張
ら
な
い
と
い
け
な
い
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　私
は
こ
の
大
学
で
は「
厳
し
い
人
」と
思
わ
れ
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、私
の
家
族
に
比
べ
た
ら
何
の
何
の
、と
に
か

く
怖
か
っ
た
で
す
。母
は
84
歳
に
な
り
、や
っ
と
少
し
枯
れ
て

く
れ
て
温
泉
旅
行
な
ど
に
連
れ
て
行
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
が
、少
し
前
ま
で
は
、会
え
ば
何
か
と
注
意
さ
れ
て
怖
い
し

腹
も
立
つ
の
で
帰
省
の
足
も
遠
の
い
た
も
の
で
す
。昔
の
東
京

の
中
産
階
級
の
人
は
皆
さ
ん
厳
し
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

あ
る
友
人
は
、父
親
は
大
学
教
授
、祖
父
は
日
本
に
洋
画
を
持

ち
こ
ん
だ
歴
史
的
画
家
で
、家
は
青
山
に
あ
り
ま
し
た
。遊
び

に
行
っ
た
ら
家
の
中
に
公
衆
電
話
が
！
携
帯
電
話
の
な
か
っ

た
時
代
、電
話
を
使
い
ま
く
る
孫
た
ち
に
立
腹
さ
れ
た
お
祖
母

さ
ま
が
導
入
さ
れ
た
そ
う
で
す
。お
借
り
し
た
旅
館
の
歯
ブ
ラ

シ
を
友
人
同
士
混
ぜ
て
し
ま
っ
た
ら
、「
別
に
し
て
お
け
ば
、ま

た
使
え
る
の
に
も
っ
た
い
な
い
。」と
お
母
さ
ま
か
ら
叱
ら
れ

ま
し
た
。お
金
持
ち
で
も
物
を
大
切
に
し
、駄
目
な
こ
と
を
す

る
と
他
所
の
子
で
も
叱
ら
れ
ま
し
た
。な
ぜ
今
の
大
人
は
叱
ら

な
い
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。感
情
に
任
せ
て
怒
る
の
で
は
な

く
、き
ち
ん
と
叱
れ
る
大
人
で
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
事
業

　本
学
の
キ
ャ
リ
ア
の
部
長
を
勤
め
、も
う
6
年
目
に
な
り
ま

す
。大
学
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
つ
い
て
は
キ
ャ
リ
ア
の
コ
ー
ナ
ー

で
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、今
年
度
は
岐
阜
県
の
委
託
事
業

と
し
て
、県
下
の
高
等
学
校
で
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
行
う
事
業
の
採

択
を
受
け
ま
し
た
。公
立
高
校
63
校
で
3
5
0
回
以
上
の
講
座

を
開
く
こ
と
が
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
す
。岐
阜
県
の
進
路
指
導
を
調
べ

て
い
た
ら
、あ
る
校
長
先
生
が
進
路
指
導
の
根
幹
は
生
徒
の「
自

己
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
力
」を
高
め
る
こ
と
だ
と
書
か
れ
て
い
て
共
感

し
ま
し
た
。キ
ャ
リ
ア
形
成
の
目
的
が「
夢
の
実
現
」だ
っ
た
と
し

て
も
、そ
の
達
成
の
た
め
に
は
自
分
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
努
力
せ

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。何
か
を
成
し
遂
げ
る
の
に
自
分
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
力
は
不
可
欠
で
す
。

　3
月
11
日
の
2
時
半
過
ぎ
に
完
成
さ
せ
た
書
類
を
持
ち
岐
阜

県
庁
に
向
か
い
ま
し
た
。途
中
、停
ま
っ
て
い
る
車
が
い
る
気
配

で
変
だ
な
と
思
い
つ
つ
到
着
し
た
と
こ
ろ
、県
庁
は
ざ
わ
つ
い

て
お
り
、す
ご
い
地
震
だ
っ
た
と
う
か
が
い
ま
し
た
。帰
学
後
、

確
認
す
る
と
速
報
は
宮
城
沖
で
震
度
６
強
と
出
て
い
た
と
思
い

ま
す
。津
波
が
来
た
な
と
は
思
い
ま
し
た
。そ
の
後
、知
ら
さ
れ

た
事
実
は
想
像
を
は
る
か
に
超
え
る
も
の
で
し
た
。1
週
間
後

に
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
審
査
会
が
あ
り
、8
件
の
中
か
ら
本
学
の
事

業
計
画
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
が
、そ
の
間
、事
業
そ
の
も
の
が
な

く
な
る
と
考
え
て
い
ま
し
た
。有
意
義
な
事
業
と
は
思
い
ま
す

が
、震
災
対
策
に
比
し
緊
急
性
が
低
い
の
は
明
ら
か
だ
っ
た
か

ら
で
す
。

　予
定
通
り
、事
業
は
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。亡
く
な
ら
れ
た
方
々
、被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
、数
多
く

の
困
難
な
現
場
で
挌
闘
す
る
皆
さ
ん
に
対
し
て
、私
は
私
の
持

ち
場
で
微
弱
な
が
ら
お
引
き
受
け
し
た
責
務
を
果
た
す
べ
く

努
力
し
ま
し
た
と
心
の
中
で
御
報
告
で
き
る
よ
う
、精
一
杯
努

め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

趣味拝見

竹内 治彦教授

キャリア形成の目的が「夢の実現」だったとしても、
その達成のためには自分をコントロールし
努力せねばなりません。何かを成し遂げるのに
自分をコントロールする力は不可欠です。

趣味はいろいろありますが、陶
芸もやっています。電動ロクロ
でお鉢なども作りますが、寒い
冬はこんなのも作ります。招き
干支動物シリーズなのですが、
どちらかというと、エイエイオー
とやっているみたいですね。

この度は、東日本大震災で被災された皆様には、謹んで
お見舞い申し上げます。本学の被災者に対する取組として、
森誠一経済学部教授の活動や、樋下田邦子経済学部准教授
が考える“ボランティア”を紹介します。
一日も早い復興を心よりお祈りしております。

　森教
授
は
、東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
甚
大
な

被
害
を
受
け
た
岩
手
県
大
槌
町
と
、自
身
の
研
究

で
あ
る「
イ
ト
ヨ
の
研
究
」関
係
で
長
く
お
付
き

合
い
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
度
、大
槌
町
い
や
東

北
地
方
を
復
興
さ
せ
よ
う
と
、研
究
仲
間（
研
究

者
や
山
形
県
遊
佐
町
、新
潟
県
五
条
市
、東
京
や

京
都
な
ど
の
数
十
名
）と「
大
槌
町
復
興
支
援
の

会
」を
立
ち
上
げ
、募
金
活
動
を
推
進
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

　森教
授
の
支
援
活
動
や
コ
メ
ン
ト
等
を
紹
介

し
ま
す
。

人
と
人
と
の
輪
で
つ
な
が
る
社
会

　樋下
田
准
教
授
は
、自
身
で
指
導
し
て
い
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
の
”H
I
G
E
☆
B
U
“の

学
生
と
協
力
し
て
、本
学
卒
業
式
や
入
学
式
に
募

金
活
動
を
行
い
、日
本
赤
十
字
社
に
送
金
さ
れ
ま

し
た
。”H
I
G
E
☆
B
U
“は
今
回
の
震
災
の
被

災
者
に
対
す
る
募
金
活
動
の
他
に
、高
齢
者
施
設

や
、子
ど
も
と
遊
ぶ
保
育
園
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

　樋下
田
准
教
授
の
”ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
“に
対
す

る
考
え
等
を
紹
介
し
ま
す
。

　朝
、大
学
に
向
か
う
電
車
の
窓
か
ら
三
河
湾
の
穏

や
か
な
海
を
見
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。私
は

東
北
地
方
山
形
の
内
陸
出
身
で
初
め
て
海
を
見
た

の
が
小
学
６
年
生
の
時
、酒
田
沖
か
ら
ひ
ろ
が
る
日

本
海
で
あ
っ
た
。そ
の
時
、地
球
に
住
む
人
々
が
こ

の
海
で
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
に
感
激
し
、打
ち
寄

せ
る
波
打
ち
際
で
、世
界
が
ひ
と
つ
に
な
る
平
和
で

幸
せ
な
社
会
を
創
ろ
う
等
と
壮
大
な
夢
を
膨
ら
ま

せ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。今
日
、車
窓
か
ら
見
る
朝

陽
に
輝
く
三
河
湾
と
、3
月
11
日
に
東
北
地
方
を

襲
っ
た
地
震
、津
波
を
テ
レ
ビ
か
ら
見
る
海
が
同
じ

で
あ
る
と
は
思
え
な
い
。繰
り
返
し
流
れ
る
悲
惨
な

状
況
で
生
活
し
て
い
る
人
々
の
映
像
や
、店
先
か
ら

水
や
米
や
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
が
消
え
て
い
く
日
常

が
同
じ
日
本
の
中
で
起
き
て
い
る
。そ
し
て
、何
も

出
来
な
い
無
力
さ
に
気
付
き
、被
災
さ
れ
た
地
域
や

人
々
の
映
像
を
た
だ
茫
然
と
見
る
だ
け
だ
。

　し
か
し
、背
伸
び
し
な
い
で
一
人
ひ
と
り
が「
で

き
る
こ
と
」を
行
動
に
移
す
こ
と
は
出
来
る
。大
学

や
街
頭
で
の
募
金
活
動
や
必
要
な
物
資
を
提
供
す

る
こ
と
、拠
点
で
の
物
資
の
仕
分
け
や
日
常
生
活
で

の
節
電
等
が
あ
る
が
、何
よ
り
も
大
切
な
こ
と
は
、

こ
の
大
震
災
を
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
な
く
、復
興
ま

で
の
長
い
道
の
り
を
支
援
し
続
け
る
こ
と
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。ひ
と
り
の
人
間
の
力
は
ち
っ
ぽ
け
で

頼
り
な
い
が
、手
と
手
が
つ
な
が
り
、そ
れ
が
大
き

な
輪
に
な
る
と
、悲
し
み
や
苦
し
み
、辛
さ
を
包
み

込
む
何
倍
も
の
力
に
な
り
、未
来
を
築
く
元
気
な
力

を
生
み
出
し
て
い
く
。

　み
な
さ
ま
、い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　こ
の
場
を
借
り
て
恐
縮
で
す
が
震
災
復
興
支
援

に
つ
き
ご
高
配
を
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。今

回
の
震
災
に
つ
き
東
北
や
北
関
東
で
は
甚
大
な
被
害

を
受
け
、私
の
友
人
知
人
も
幾
人
も
被
災
さ
れ
、死
亡

や
行
方
不
明
の
方
も
お
ら
れ
、言
葉
で
は
言
い
表
せ

な
い
気
持
ち
で
す
。私
自
身
、３
月
の
多
く
を
在
京
し

て
お
り
、揺
れ
る
会
議
な
ど
が
幾
度
か
あ
り
、イ
ス
や

棚
を
掴
む
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　私
は
、テ
レ
ビ
で
も
し
ば
し
ば
壊
滅
的
な
状
況
が

取
り
上
げ
ら
れ
る
岩
手
県
大
槌
町
と
長
く
付
き
合
い

が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、「
大
槌
町
復
興
支
援
の
会
」を

当
地
で
研
究
や
地
域
づ
く
り
活
動
で
関
連
す
る
仲
間

と
立
ち
上
げ
、世
話
人
と
し
て
募
金
活
動
を
始
め
ま

し
た
。自
明
な
が
ら
、背
景
に
政
治
宗
教
は
一
切
関
与

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。被
災
地
で
肉
体
の
動

き
で
支
援
で
き
な
い
な
ら
ば
、ど
こ
か
し
こ
の
場
を

対
象
に
募
金
活
動
を
す
る
こ
と
く
ら
い
し
か
で
き
な

い
か
と
思
っ
た
次
第
で
す
。

　す
で
に
募
金
や
支
援
活
動
さ
れ
て
お
ら
れ
る
方

も
多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、当
募
金
に
つ
き
御
勘
案

い
た
だ
け
ま
す
と
有
難
く
存
じ
ま
す
。４
月
８
日
時

点
、開
設
２
週
間
ほ
ど
で
、北
海
道
か
ら
九
州
ま
で

発
起
人
参
加
は
2
0
0
名
を
超
え
、本
格
的
な
募
金

活
動
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。発

起
人
参
加
い
た
だ
け
る
場
合
は
、私
宛
に
メ
ー
ル

（sm
ori@

gifu-keizai.ac.jp

）で
ご
意
思
を
お
知
ら

せ
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。発
起
人
は
、当
活

動
に
賛
同
募
金
い
た
だ
け
る
方
と
い
う
ほ
ど
の
意

味
で
す
。な
お
、発
起
人
・
募
金
者
の
名
簿
公
開
は
原

則
と
し
て
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　今
後
、本
学
の
実
態
を
鑑
み
て
、

下
記
３
つ
の
側
面
か
ら
、こ
の
事

態
に
対
し
て
全
学
的
な
活
動
が

で
き
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
1
）現
地
支
援
活
動

　
特
定
の
被
災
地
に
行
く
こ
と
。

私
事
が
絡
む
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、岩
手
県
大
槌
町
を
提
案
し
ま

す
。理
由
と
し
て
は
、テ
レ
ビ
新

聞
な
ど
で
も
知
ら
れ
、そ
の
被
災

規
模
の
甚
大
さ
、移
動
ル
ー
ト
が

あ
る
程
度
整
備
さ
れ
て
お
り
、私

が
避
難
統
括
で
も
あ
る
町
職
員

と
10
数
年
、懇
意
に
し
て
お
り
、

正
確
な
情
報
が
入
る
こ
と
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。こ
の
支
援
活
動
は
す
で
に
い
く
つ
か
の

新
聞
、テ
レ
ビ
な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

（
2
）物
資
支
援
活
動

　
例
え
ば
、私
が
代
表
の「
湧
水
保
全
フ
ォ
ー
ラ
ム
」の

一
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
東
京
都
久
留
米
市
グ
ル
ー

プ
が
実
践
し
て
い
る
物
資
支
援
の
手
伝
い
を
す
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。こ
う
し
た
民
間
活
動
の
要
請

は
、仕
分
け
作
業
な
ど
の
手
伝
い
に
後
方
支
援
と
し
て

参
加
す
る
こ
と
も
期
待
で
き
ま
す
。

（
3
）募
金
活
動

　
赤
十
字
や
行
政
窓
口
に
募
金
支
援
し
つ
つ
、プ
ラ
ス

ア
ル
フ
ァ
と
し
て
の
あ
る
特
定
の
市
町
復
興
や
停
止

し
て
い
る
事
業
に
直
接
的
に
使
っ
て
も
ら
え
る
募
金

と
し
て
の
ス
ト
ー
リ
ー
性
が
重
要
で
す
。

　以
上
３
つ
の
観
点
に
お
い
て
、学
生
も
何
ら
か
の

形
で
参
加
で
き
る
よ
う
な
を
取
組
を
検
討
す
る
べ

き
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　い
ず
れ
に
し
て
も
、私
は
、復
興
が
一
段
落
す
る

ま
で
、地
道
に
支
援
活
動
は
続
け
て
い
く
つ
も
り
で

お
り
ま
す
。よ
ろ
し
く
広
く
周
知
の
ほ
ど
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　先
日
、東
京
の
あ
る
会
合
で
上
京
し
て
き
た
大
槌

町
生
涯
学
習
課
長（
兼
避
難
統
括
）に
よ
る
と
、定
例

の
朝
礼
時
に
、南
の
方
で
は
桜
が
開
花
し
た
と
い
う

ア
ナ
ウ
ン
ス
を
し
た
ら
、避
難
所
の
体
育
館
に
歓
声

の
ど
よ
め
き
が
起
こ
っ
た
そ
う
で
す
。北
国
の
春
も

近
し
、と
な
る
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

　私
た
ち
は
、何
か
役
割
を
担
っ
て
生
き
て
い
く
た

め
に
こ
の
世
に
生
ま
れ
て
き
た
。理
髪
店
を
営
ん
で

い
た
理
容
師
は
、ハ
サ
ミ
と
櫛
を
探
し
て
被
災
さ
れ

た
人
の
髪
の
毛
を
切
る
。食
堂
を
営
ん
で
い
た
男
性

は
、避
難
所
で
の
炊
き
出
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す

る
。中
学
・
高
校
生
は
、子
ど
も
た
ち
に
絵
本
を
読

み
、一
緒
に
遊
び
元
気
な
笑
顔
を
つ
く
り
だ
し
て
い

る
。こ
れ
ら
は
、被
災
さ
れ
た
方
か
ら
被
災
さ
れ
た

方
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
あ
る
。

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、与
え
る
側
の
満
足
で
終
結
す
る

怖
さ
を
持
っ
て
い
る
。今
年
度
か
ら
学
内
に
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
）が
設
置
さ
れ
る
。セ
ン
タ
ー
は
、活
動
か
ら

「
学
び
」、明
日
の
日
本
を
創
造
す
る
力
を
育
ん
だ
学
生

を
輩
出
す
る
機
能
が
あ
る
。今
回
の
大
震
災
に
関
し
て

は
、学
生
が
中
心
と
な
っ
て
社
会
福
祉
協
議
会
や
市
町

村
、現
地
か
ら
被
災
地
で
生
活
し
て
い
る
状
況
に
つ
い

て
情
報
を
集
約
し
、課
題
を
整
理
し
た
後
に
、学
内
だ

け
で
な
く
大
垣
市
内
、近
郊
市
町
村
に
情
報
を
発
信

し
、大
学
と
地
域
が
一
体
に
な
っ
て
支
援
・
活
動
す
る

体
制
づ
く
り
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　被
災
地
の
復
興
は
、未
来
を
創
る
こ
と
で
あ
り
、

長
い
支
援
活
動
が
続
く
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な

い
。千
年
に
一
度
と
い
わ
れ
る
地
震
は
、私
た
ち
に
、

こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
考
え
の
も
と
に
行
動
す
る

べ
き
か「
問
う
心
・
学
ぶ
心
」と「
人
と
人
と
の
輪
で

つ
な
が
る
社
会
」を
つ
く
る
生
き
方
を
教
え
て
い
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ラ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
は
、社
会
と

大
学
、地
域
課
題
と
学
び
が

「
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
と
い
う
輪｣

で
つ
な
が
る

場
で
あ
り
た
い
。

森教授の被災地に対する支援活動

樋下田准教授が考える“ボランティア”

入学式での
募金活動
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スプリングオープンキャンパスを
開催しました。
　3月20日（日）、スプリングオープンキャンパスを開催
し、多数の高校生、ご父母の方が参加されました。
　最初に、入試広報課スタッフより、本学の学部、学科や
学習支援体制等の説明があり、その後、鎌田實客員教授
の講演があり、鎌田先生は、「自分がしっかりすれば、様々
な可能性がある。岐阜経済大学は経済、経営、情報そして
命（福祉）という人生において大切なものすべて学ぶこと
ができる大学である。」と述べ、参加者の皆さんは真剣な
まなざしで鎌田先生の話を聞いていました。
　その後、本学の授業を体験で
きるミニ講義があり、経済、経
営、情報、スポーツ、福祉の分野
から希望の講義を選択しまし
た。午後からは、施設見学や個
人懇談が行われ、盛況の中終了
しました。

かがやきカレッジを開催します。
岐阜経済大学は、大垣市と共催で開講する生活に役立つ
「かがやきカレッジ」の受講生を募集します。
※受講料 無料
※申し込み
電話・FAX・メールにて希望する講座と氏名・住所・電話番号を岐
阜経済大学総務課へ申し込みください

　TEL:0584-77-3511　FAX：0584-81-7807
　E-mail：soumu@gifu-keizai.ac.jp
※申込み期間　５月16日（月）～

《かがやきカレッジ》
●場所/岐阜経済大学
●開始・終了時間
　/18：00～19：30

公開講演会「人は一瞬で変われる」を
開催しました。
　3月11日（金）、本学講堂において、客員教授でもある鎌
田實諏訪中央病院名誉院長を講師に迎え、公開講演会を
開催しました。
　テーマは、「人は一瞬で変われる～命・介護・経済を考え
る～」で、学生や一般の方約500名が参加しました。鎌田
先生は、イスラエルの兵士に銃撃されたパレスチナの少
年とその父親の話について紹介。少年が脳死状態に陥っ
たことから、父親がイスラエルの少女への心臓移植を認
めたことなどを紹介されました。また、さらに自らの経験
から、「人間は強く、あたたかくなることができる。この国
にはそのチャンスがあるし、変われない人はいない。皆と
同じことをしない勇気も大事である。」と訴えました。
　参加者は、命の大切さ、
介護の大切さ、命と介護
を守るための温かな資本
主義について語る鎌田先
生の言葉を熱心に聞き
入っていました。

第４５回（２０１１年度）入学式を
開催しました。

　4月4日（月）、本学講堂にて第45回入学式を挙行し、経済・
経営学部、編入学、大学院、留学生別科合わせ約400名が入
学しました。
　式では、東日本大震災の発生を受けて、黙祷の後、谷江幸
雄学長の式辞、土屋嶢理事長が挨拶しました。在学生を代表
して、平田智章さん（臨床福祉コミュニティ学科4年 揖斐高
校出身）が、「自分から積極的に行動して、後悔のない大学生
活を送ってください。」と入学生にエールを送り、新入生代表
の杉ノ下葵さん（情報メディア学科 県立岐阜商業高校出身）
は、「仲間との信頼関係を築き、共に支えあい、どんな困難も
乗り越えていきたい。何事にも真剣に取り組み、岐阜経済大
学の学生であることを誇りにもち、これからの学生生活を送
りたい。」と抱負を述べました。
　式終了後、新入生に対し、クラス別の入学生ガイダンスがあ
り、学生証の配布や、大学生活での心構え等が説明されまし
た。午後からは、学生会主催の新入生歓迎会が行われ、教員
や先輩を囲んで新入生同士が交流と親睦を深めました。

　3月23日（水）、岐阜県民ふれあい会館にて、本学と岐阜県商工会連
合会は、岐阜県内の商工会地域の産業振興･発展を図ることを目的に、
連携して協力することに合意し、連携協定を締結しました。
　協定の内容は、本学教員が連合会の企業の経営相談に応じたり、会
員企業が講座を受講でき、企業側は、学生のインターンシップ（就業
体験）を受入れることなどです。今後の相互協力が広がることが期待
されます。
　調印式の席上、本学谷江幸雄学長は、「この連携を機会に本学が
もつノウハウや情報を提供したい。」、岐阜県商工会連合会若林一会
長は、「商工会と地域の活性化に協力を依頼したい。」と挨拶されま
した。

　4月14日（木）、池永輝之経
済学部教授が担当する経済
学科企業人育成課程「地域企
業研究Ⅲ」を受講する2・3年
次生15名が、セイノーホール
ディングス株式会社本社と
西濃記念館を訪問しました。
　同課程は、本学が地元企業と連携し、県産業界で活躍する人材を
育成することを目的に2009年度に開設されたもので、企業の協力
により、より実践的な教育に力点をおいています。
　学生達は、セイノーホールディングス株式会社では、コーポレート
推進部や総務人事部の方から、会社概要、沿革、さらに同社が、「路線
トラックのパイオニア」と称されるに至った経緯、長距離定期運行の
歴史や、輸送立国という会社の使命などについて詳細な説明を受け
ました。次いで西濃記念館では、七戸直栄館長から、創業者の田口利
八氏の経営理念や同氏の座右の銘である「福寿草精神」の説明、同
氏の様々な逸話など七戸館長の熱意溢れる話を聞き、今後の学習
への意欲を高めていました。

岐阜県商工会
連合会と連携協定
を締結しました。

「地域企業研究Ⅲ」を受講する学生達が
セイノーホールディングス株式会社を
訪問しました。

大
野 

貴
司 

准
教
授

共
同
執
筆

　本
書
は
、日
本
大
学
経
済
学
部
平
野
文
彦
教
授
監
修
の
下
、

日
本
賃
金
学
会
に
所
属
し
て
い
る
研
究
者
・
実
務
家
に
よ
り

執
筆
さ
れ
た
賃
金
・
労
働
・
雇
用
な
ど
、人
間
が「
働
く
こ
と
」

に
関
す
る
諸
概
念
を
体
系
的
に
網
羅
し
た
事
典
で
す
。同
書

は
、用
語
解
説
の
み
な
ら
ず
、そ
の
効
用
と
問
題
点
に
つ
い
て

も
言
及
し
て
い
ま
す
。

　大
野
准
教
授
は「
残
業
手
当
」「
昇
給
表
」「
相
対
考
課
と
絶

対
考
課
」「
職
務
調
査
」「
公
務
員
給
与
制
度
」の
5
項
目
を
執

筆
し
て
い
ま
す
。

賃
金
事
典

労
働
調
査
会

2
0
1
1
年
1
月

大
野 

貴
司 

准
教
授

　本
書
は
、ス
ポ
ー
ツ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
初
学
者
を
対
象

と
し
た
テ
キ
ス
ト
で
す
。マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
ミ
ッ
ク
ス
、リ

レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、メ
デ
ィ
ア
・
リ

レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
、ス
ポ
ン
サ
ー
シ
ッ
プ
な
ど
読
者
に
理
解
し

て
欲
し
い
12
の
ト
ピ
ッ
ク
を
挙
げ
、そ
れ
ぞ
れ
の
ト
ピ
ッ
ク

を
ナ
イ
キ
や
千
葉
ロ
ッ
テ
、浦
和
レ
ッ
ズ
、F
I
F
A
な
ど
の

実
際
の
ス
ポ
ー
ツ
組
織
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
の
事
例
分

析
を
通
じ
て
解
説
し
て
い
ま
す
。理
論
と
事
例
の
融
合
を
試

み
た
国
内
外
で
も
き
わ
め
て
先
鋭
的
な
ス
ポ
ー
ツ
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
の
テ
キ
ス
ト
と
言
え
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
入
門

―
理
論
と
ケ
ー
ス
―

三
恵
社

2
0
1
1
年
3
月

森 

誠
一
教
授

共
同
執
筆

 

本
書
は
、国
指
定（
文
化
庁
）の
天
然
記
念
物
で
あ
る
淡
水
魚
の

イ
タ
セ
ン
パ
ラ
の
生
態
や
生
息
状
況
、保
護
に
つ
い
て
書
か
れ
て

い
ま
す
。イ
タ
セ
ン
パ
ラ
は
、我
が
国
の
３
カ
所
の
地
域
に
し
か

生
息
し
て
い
な
い
日
本
固
有
の
淡
水
魚
で
す
。本
種
は
タ
ナ
ゴ
類

で
あ
り
、二
枚
貝
に
産
卵
を
し
、氾
濫
原
と
い
う
河
川
環
境
に
即

し
た
生
態
を
も
ち
ま
す
。現
在
、本
種
は
危
機
に
瀕
し
て
お
り
、ま

た
実
際
に
絶
滅
し
た
水
域
も
あ
り
ま
す
。そ
う
し
た
激
減
の
ほ

と
ん
ど
は
、生
息
環
境
の
加
速
す
る
劣
化
に
よ
り
、そ
の
上
、密
漁

と
い
う
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
い
ま
す
。も
は
や
、自
然
の
ま
ま
放

置
し
て
よ
い
状
況
で
は
な
く
、そ
も
そ
も
今
の
生
息
地
は
、本
来

の
自
然
の
ま
ま
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　森
教
授
は
、濃
尾
平
野
に
生
息
す
る
イ
タ
セ
ン
パ
ラ
の
調
査
を

し
、本
書
で
保
全
指
針
に
関
す
る一章
を
執
筆
し
て
い
ま
す
。な
お
、

森
教
授
は
国
交
省
と
環
境
省
か
ら
な
る
保
全
連
絡
協
議
会
の
座

長
を
し
、文
化
庁
の
文
化
財
検
討
委
員
に
任
命
さ
れ
て
い
ま
す
。

絶
体
絶
命
の
淡
水
魚
イ
タ
セ
ン
バ
ラ

東
海
大
出
版
会

2
0
1
1
年
1
月

近
著
紹
介

経
営
学
部
教
員

共
同
執
筆

森 

誠
一
教
授

共
同
執
筆

　本
書
は
、ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
い
う
学
問
の
理
論

的
な
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
体
育
学
と
経
営
学
と
い
う
2
つ

の
学
問
へ
の
理
解
を
深
め
な
が
ら
、ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
へ
の
学
習
を
す
す
め
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

き
わ
め
て
新
し
い
形
の
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
テ
キ
ス

ト
で
す
。体
育
学
者
の
み
な
ら
ず
、経
営
学
者
や
社
会
学
者
、

教
育
学
者
、社
会
福
祉
学
者
な
ど
の
多
く
の
異
な
る
バ
ッ
ク

ボ
ー
ン
を
有
す
る
研
究
者
も
執
筆
に
参
加
し
て
お
り
、そ
れ
ぞ

れ
の
学
問
的
な
視
点
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
あ
る
い
は
ス
ポ
ー
ツ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
論
じ
て
お
り
、そ
の
意
味
で
も
類
書
の

な
い
独
自
性
を
有
し
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
と
経
営

ふ
く
ろ
う
出
版

2
0
1
1
年
3
月

　本
書
は
、岩
手
県
大
槌
町
の
地
域
の
自
然
・
歴
史
・
暮
ら
し
の

考
察
か
ら
未
来
の
地
域
像
を
提
案
し
て
い
ま
す
。大
槌
町
は
、

今
回（
３
月
11
日
）の
地
震
津
波
で
重
篤
な
被
災
を
受
け
た
町

の
一つ
で
す
。こ
の
町
で
十
数
年
間
、森
教
授
は
、ハ
リ
ヨ
の
仲
間

で
あ
る
淡
水
魚
イ
ト
ヨ
を
中
心
と
す
る
水
生
生
物
の
生
態
や
、

人
と
水
と
の
関
係
を
調
査
し
て
い
ま
す
。そ
の
科
学
的
知
見
を

も
と
に
、本
書
に
お
い
て「
郷
土
力
を
培
う
淡
水
魚
の
保
全
：
大

槌
町
の
イ
ト
ヨ
か
ら
」と
い
う
一
章
で
、本
種
の
保
全
の
在
り
方

や
、町
の
成
り
立
ち
の
一
因
で
あ
る
湧
水
を
基
軸
に
し
た
町
づ
く

り
へ
の
提
案
を
し
て
い
ま
す
。本
書
が
、今
回
の
事
態
か
ら
の
復

興
に
際
し
て
、大
い
な
る
参
照
と
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の

で
す
。

大
槌
の
自
然
、
水
、
人

未
来
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

東
北
出
版
企
画

2
0
1
0
年
12
月

梅
木 

真
寿
郎 

講
師

共
同
執
筆

　本
書
は
、「
社
会
福
祉
学
」の
本
質
的
課
題
で
あ
る「
福
祉
と

は
何
か
？
」の
問
い
に
、龍
谷
大
学
短
期
大
学
部
の
加
藤
博
史

教
授
が
中
心
と
な
り
、「
個
人
の
尊
厳
」と
い
う
視
点
か
ら「
人

権
保
障
」、「
社
会
権
保
障
」そ
し
て「
生
活
世
界
の
再
構
築
」の

あ
り
様
を
探
求
し
た
書
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　梅
木
講
師
は
、第
10
章
の「
社
会
福
祉
政
策
の
関
連
領
域
の

実
態
と
は
」お
よ
び
第
11
章
の「
福
祉
政
策
の
動
向
と
課
題
と

は
」を
執
筆
し
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
、所
得
保
障
・
雇
用
保
障
・

保
健
医
療
保
障
・
教
育
保
障
・
住
宅
保
障
と
の
分
野
横
断
的
な

福
祉
政
策
の
現
状
を「
個
人
の
尊
厳
」に
引
き
つ
け
て
論
じ
、ま

た「
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
」な
社
会
に
向
け
た
現
状
と
課
題
の
整
理

を
行
っ
て
い
ま
す
。

福
祉
と
は
何
だ
ろ
う

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

2
0
1
1
年
2
月

本
書
は
、国
指
定（
文
化
庁
）の
天
然
記
念
物
で
あ
る
淡
水
魚
の

―
W
hat is W

ell-being？
―

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回

  開催日程

６月８日（水）

６月１５日（水）

６月２２日（水）

６月２９日（水）

７月６日（水）

７月１３日（水）

７月２０日（水）

７月２７日（水）

　　　　　

高橋　勉［経済学部教授］

高橋　勉［経済学部教授］

岩坂 和幸［経営学部准教授］

岩坂 和幸［経営学部准教授］

石坂 信一郎［経営学部准教授］

石坂 信一郎［経営学部准教授］

河村 宏明［共立総合研究所 主任研究員］

渡邊　剛［共立総合家研究所 主任研究員］

　　　　　　　　　　テーマと担当
貨幣の歴史と流通の仕組みについて

景気循環について考える

コンビニ・ビジネスの日本的特徴Ⅰ－小売業にもたらした革新とは

コンビニ・ビジネスの日本的特徴Ⅱ－コンビニが抱える今日的課題とは

やさしい財政と税金の仕組み
I
FRS（国際会計基準・国際財務報告基準）は黒船なのか？

日本経済の行く末は＜大垣共立銀行開催講座＞

次世代自動車のあるくらし＜大垣共立銀行開催講座＞

14GKU NOW ! vol.7815 岐阜経済大マガジン



スプリングオープンキャンパスを
開催しました。
スプリングオープンキャンパスを
開催しました。
　3月20日（日）、スプリングオープンキャンパスを開催
し、多数の高校生、ご父母の方が参加されました。
　最初に、入試広報課スタッフより、本学の学部、学科や
学習支援体制等の説明があり、その後、鎌田實客員教授
の講演があり、鎌田先生は、「自分がしっかりすれば、様々
な可能性がある。岐阜経済大学は経済、経営、情報そして
命（福祉）という人生において大切なものすべて学ぶこと
ができる大学である。」と述べ、参加者の皆さんは真剣な
まなざしで鎌田先生の話を聞いていました。
　その後、本学の授業を体験で
きるミニ講義があり、経済、経
営、情報、スポーツ、福祉の分野
から希望の講義を選択しまし
た。午後からは、施設見学や個
人懇談が行われ、盛況の中終了
しました。

かがやきカレッジを開催します。かがやきカレッジを開催します。
岐阜経済大学は、大垣市と共催で開講する生活に役立つ
「かがやきカレッジ」の受講生を募集します。
※受講料 無料
※申し込み
電話・FAX・メールにて希望する講座と氏名・住所・電話番号を岐
阜経済大学総務課へ申し込みください

　TEL:0584-77-3511　FAX：0584-81-7807
　E-mail：soumu@gifu-keizai.ac.jp
※申込み期間　５月16日（月）～

《かがやきカレッジ》
●場所/岐阜経済大学
●開始・終了時間
　/18：00～19：30

公開講演会「人は一瞬で変われる」を
開催しました。
公開講演会「人は一瞬で変われる」を
開催しました。
　3月11日（金）、本学講堂において、客員教授でもある鎌
田實諏訪中央病院名誉院長を講師に迎え、公開講演会を
開催しました。
　テーマは、「人は一瞬で変われる～命・介護・経済を考え
る～」で、学生や一般の方約500名が参加しました。鎌田
先生は、イスラエルの兵士に銃撃されたパレスチナの少
年とその父親の話について紹介。少年が脳死状態に陥っ
たことから、父親がイスラエルの少女への心臓移植を認
めたことなどを紹介されました。また、さらに自らの経験
から、「人間は強く、あたたかくなることができる。この国
にはそのチャンスがあるし、変われない人はいない。皆と
同じことをしない勇気も大事である。」と訴えました。
　参加者は、命の大切さ、
介護の大切さ、命と介護
を守るための温かな資本
主義について語る鎌田先
生の言葉を熱心に聞き
入っていました。

第４５回（２０１１年度）入学式を
開催しました。
第４５回（２０１１年度）入学式を
開催しました。

　4月4日（月）、本学講堂にて第45回入学式を挙行し、経済・
経営学部、編入学、大学院、留学生別科合わせ約400名が入
学しました。
　式では、東日本大震災の発生を受けて、黙祷の後、谷江幸
雄学長の式辞、土屋嶢理事長が挨拶しました。在学生を代表
して、平田智章さん（臨床福祉コミュニティ学科4年 揖斐高
校出身）が、「自分から積極的に行動して、後悔のない大学生
活を送ってください。」と入学生にエールを送り、新入生代表
の杉ノ下葵さん（情報メディア学科 県立岐阜商業高校出身）
は、「仲間との信頼関係を築き、共に支えあい、どんな困難も
乗り越えていきたい。何事にも真剣に取り組み、岐阜経済大
学の学生であることを誇りにもち、これからの学生生活を送
りたい。」と抱負を述べました。
　式終了後、新入生に対し、クラス別の入学生ガイダンスがあ
り、学生証の配布や、大学生活での心構え等が説明されまし
た。午後からは、学生会主催の新入生歓迎会が行われ、教員
や先輩を囲んで新入生同士が交流と親睦を深めました。

　3月23日（水）、岐阜県民ふれあい会館にて、本学と岐阜県商工会連
合会は、岐阜県内の商工会地域の産業振興･発展を図ることを目的に、
連携して協力することに合意し、連携協定を締結しました。
　協定の内容は、本学教員が連合会の企業の経営相談に応じたり、会
員企業が講座を受講でき、企業側は、学生のインターンシップ（就業
体験）を受入れることなどです。今後の相互協力が広がることが期待
されます。
　調印式の席上、本学谷江幸雄学長は、「この連携を機会に本学が
もつノウハウや情報を提供したい。」、岐阜県商工会連合会若林一会
長は、「商工会と地域の活性化に協力を依頼したい。」と挨拶されま
した。

　4月14日（木）、池永輝之経
済学部教授が担当する経済
学科企業人育成課程「地域企
業研究Ⅲ」を受講する2・3年
次生15名が、セイノーホール
ディングス株式会社本社と
西濃記念館を訪問しました。
　同課程は、本学が地元企業と連携し、県産業界で活躍する人材を
育成することを目的に2009年度に開設されたもので、企業の協力
により、より実践的な教育に力点をおいています。
　学生達は、セイノーホールディングス株式会社では、コーポレート
推進部や総務人事部の方から、会社概要、沿革、さらに同社が、「路線
トラックのパイオニア」と称されるに至った経緯、長距離定期運行の
歴史や、輸送立国という会社の使命などについて詳細な説明を受け
ました。次いで西濃記念館では、七戸直栄館長から、創業者の田口利
八氏の経営理念や同氏の座右の銘である「福寿草精神」の説明、同
氏の様々な逸話など七戸館長の熱意溢れる話を聞き、今後の学習
への意欲を高めていました。

岐阜県商工会
連合会と連携協定
を締結しました。

「地域企業研究Ⅲ」を受講する学生達が
セイノーホールディングス株式会社を
訪問しました。

大
野 

貴
司 

准
教
授

共
同
執
筆

　本
書
は
、日
本
大
学
経
済
学
部
平
野
文
彦
教
授
監
修
の
下
、

日
本
賃
金
学
会
に
所
属
し
て
い
る
研
究
者
・
実
務
家
に
よ
り

執
筆
さ
れ
た
賃
金
・
労
働
・
雇
用
な
ど
、人
間
が「
働
く
こ
と
」

に
関
す
る
諸
概
念
を
体
系
的
に
網
羅
し
た
事
典
で
す
。同
書

は
、用
語
解
説
の
み
な
ら
ず
、そ
の
効
用
と
問
題
点
に
つ
い
て

も
言
及
し
て
い
ま
す
。

　大
野
准
教
授
は「
残
業
手
当
」「
昇
給
表
」「
相
対
考
課
と
絶

対
考
課
」「
職
務
調
査
」「
公
務
員
給
与
制
度
」の
5
項
目
を
執

筆
し
て
い
ま
す
。

賃
金
事
典

労
働
調
査
会

2
0
1
1
年
1
月

大
野 

貴
司 

准
教
授

　本
書
は
、ス
ポ
ー
ツ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
初
学
者
を
対
象

と
し
た
テ
キ
ス
ト
で
す
。マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
ミ
ッ
ク
ス
、リ

レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、メ
デ
ィ
ア
・
リ

レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
、ス
ポ
ン
サ
ー
シ
ッ
プ
な
ど
読
者
に
理
解
し

て
欲
し
い
12
の
ト
ピ
ッ
ク
を
挙
げ
、そ
れ
ぞ
れ
の
ト
ピ
ッ
ク

を
ナ
イ
キ
や
千
葉
ロ
ッ
テ
、浦
和
レ
ッ
ズ
、F
I
F
A
な
ど
の

実
際
の
ス
ポ
ー
ツ
組
織
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
の
事
例
分

析
を
通
じ
て
解
説
し
て
い
ま
す
。理
論
と
事
例
の
融
合
を
試

み
た
国
内
外
で
も
き
わ
め
て
先
鋭
的
な
ス
ポ
ー
ツ
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
の
テ
キ
ス
ト
と
言
え
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
入
門

―
理
論
と
ケ
ー
ス
―

三
恵
社

2
0
1
1
年
3
月

森 

誠
一
教
授

共
同
執
筆

 

本
書
は
、国
指
定（
文
化
庁
）の
天
然
記
念
物
で
あ
る
淡
水
魚
の

イ
タ
セ
ン
パ
ラ
の
生
態
や
生
息
状
況
、保
護
に
つ
い
て
書
か
れ
て

い
ま
す
。イ
タ
セ
ン
パ
ラ
は
、我
が
国
の
３
カ
所
の
地
域
に
し
か

生
息
し
て
い
な
い
日
本
固
有
の
淡
水
魚
で
す
。本
種
は
タ
ナ
ゴ
類

で
あ
り
、二
枚
貝
に
産
卵
を
し
、氾
濫
原
と
い
う
河
川
環
境
に
即

し
た
生
態
を
も
ち
ま
す
。現
在
、本
種
は
危
機
に
瀕
し
て
お
り
、ま

た
実
際
に
絶
滅
し
た
水
域
も
あ
り
ま
す
。そ
う
し
た
激
減
の
ほ

と
ん
ど
は
、生
息
環
境
の
加
速
す
る
劣
化
に
よ
り
、そ
の
上
、密
漁

と
い
う
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
い
ま
す
。も
は
や
、自
然
の
ま
ま
放

置
し
て
よ
い
状
況
で
は
な
く
、そ
も
そ
も
今
の
生
息
地
は
、本
来

の
自
然
の
ま
ま
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　森
教
授
は
、濃
尾
平
野
に
生
息
す
る
イ
タ
セ
ン
パ
ラ
の
調
査
を

し
、本
書
で
保
全
指
針
に
関
す
る一章
を
執
筆
し
て
い
ま
す
。な
お
、

森
教
授
は
国
交
省
と
環
境
省
か
ら
な
る
保
全
連
絡
協
議
会
の
座

長
を
し
、文
化
庁
の
文
化
財
検
討
委
員
に
任
命
さ
れ
て
い
ま
す
。

絶
体
絶
命
の
淡
水
魚
イ
タ
セ
ン
バ
ラ

東
海
大
出
版
会

2
0
1
1
年
1
月

近
著
紹
介

経
営
学
部
教
員

共
同
執
筆

森 

誠
一
教
授

共
同
執
筆

　本
書
は
、ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
い
う
学
問
の
理
論

的
な
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
体
育
学
と
経
営
学
と
い
う
2
つ

の
学
問
へ
の
理
解
を
深
め
な
が
ら
、ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
へ
の
学
習
を
す
す
め
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

き
わ
め
て
新
し
い
形
の
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
テ
キ
ス

ト
で
す
。体
育
学
者
の
み
な
ら
ず
、経
営
学
者
や
社
会
学
者
、

教
育
学
者
、社
会
福
祉
学
者
な
ど
の
多
く
の
異
な
る
バ
ッ
ク

ボ
ー
ン
を
有
す
る
研
究
者
も
執
筆
に
参
加
し
て
お
り
、そ
れ
ぞ

れ
の
学
問
的
な
視
点
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
あ
る
い
は
ス
ポ
ー
ツ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
論
じ
て
お
り
、そ
の
意
味
で
も
類
書
の

な
い
独
自
性
を
有
し
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
と
経
営

ふ
く
ろ
う
出
版

2
0
1
1
年
3
月

　本
書
は
、岩
手
県
大
槌
町
の
地
域
の
自
然
・
歴
史
・
暮
ら
し
の

考
察
か
ら
未
来
の
地
域
像
を
提
案
し
て
い
ま
す
。大
槌
町
は
、

今
回（
３
月
11
日
）の
地
震
津
波
で
重
篤
な
被
災
を
受
け
た
町

の
一つ
で
す
。こ
の
町
で
十
数
年
間
、森
教
授
は
、ハ
リ
ヨ
の
仲
間

で
あ
る
淡
水
魚
イ
ト
ヨ
を
中
心
と
す
る
水
生
生
物
の
生
態
や
、

人
と
水
と
の
関
係
を
調
査
し
て
い
ま
す
。そ
の
科
学
的
知
見
を

も
と
に
、本
書
に
お
い
て「
郷
土
力
を
培
う
淡
水
魚
の
保
全
：
大

槌
町
の
イ
ト
ヨ
か
ら
」と
い
う
一
章
で
、本
種
の
保
全
の
在
り
方

や
、町
の
成
り
立
ち
の
一
因
で
あ
る
湧
水
を
基
軸
に
し
た
町
づ
く

り
へ
の
提
案
を
し
て
い
ま
す
。本
書
が
、今
回
の
事
態
か
ら
の
復

興
に
際
し
て
、大
い
な
る
参
照
と
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の

で
す
。

大
槌
の
自
然
、
水
、
人

未
来
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

東
北
出
版
企
画

2
0
1
0
年
12
月

梅
木 

真
寿
郎 

講
師

共
同
執
筆

　本
書
は
、「
社
会
福
祉
学
」の
本
質
的
課
題
で
あ
る「
福
祉
と

は
何
か
？
」の
問
い
に
、龍
谷
大
学
短
期
大
学
部
の
加
藤
博
史

教
授
が
中
心
と
な
り
、「
個
人
の
尊
厳
」と
い
う
視
点
か
ら「
人

権
保
障
」、「
社
会
権
保
障
」そ
し
て「
生
活
世
界
の
再
構
築
」の

あ
り
様
を
探
求
し
た
書
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　梅
木
講
師
は
、第
10
章
の「
社
会
福
祉
政
策
の
関
連
領
域
の

実
態
と
は
」お
よ
び
第
11
章
の「
福
祉
政
策
の
動
向
と
課
題
と

は
」を
執
筆
し
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
、所
得
保
障
・
雇
用
保
障
・

保
健
医
療
保
障
・
教
育
保
障
・
住
宅
保
障
と
の
分
野
横
断
的
な

福
祉
政
策
の
現
状
を「
個
人
の
尊
厳
」に
引
き
つ
け
て
論
じ
、ま

た「
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
」な
社
会
に
向
け
た
現
状
と
課
題
の
整
理

を
行
っ
て
い
ま
す
。

福
祉
と
は
何
だ
ろ
う

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

2
0
1
1
年
2
月

―
W
hat is W

ell-being？
―

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回

  開催日程

６月８日（水）

６月１５日（水）

６月２２日（水）

６月２９日（水）

７月６日（水）

７月１３日（水）

７月２０日（水）

７月２７日（水）

　　　　　

高橋　勉［経済学部教授］

高橋　勉［経済学部教授］

岩坂 和幸［経営学部准教授］

岩坂 和幸［経営学部准教授］

石坂 信一郎［経営学部准教授］

石坂 信一郎［経営学部准教授］

河村 宏明［共立総合研究所 主任研究員］

渡邊　剛［共立総合家研究所 主任研究員］

　　　　　　　　　　テーマと担当
貨幣の歴史と流通の仕組みについて

景気循環について考える

コンビニ・ビジネスの日本的特徴Ⅰ－小売業にもたらした革新とは

コンビニ・ビジネスの日本的特徴Ⅱ－コンビニが抱える今日的課題とは

やさしい財政と税金の仕組み
I
FRS（国際会計基準・国際財務報告基準）は黒船なのか？

日本経済の行く末は＜大垣共立銀行開催講座＞

次世代自動車のあるくらし＜大垣共立銀行開催講座＞
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【特集1】2

輝け！アスリートたち

学びのフィールドを広げて

キャリア支援課だより

がんばろう日本！！～東日本大震災に寄せて～
研究室だより

教育最前線「岐阜県商工会連合会との連携協定締結」等

キャンパス彩々

オープンキャンパス日程／父母懇談会日程／教職員人事

8

10

12

11

13

15

14

16

来春開設！
公共政策学科が目指すもの
【特集2】6

経営学部強化への取組

オープンキャンパスを開催します
　
今
年
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、「
岐
阜
経
済
大
学
の
す
べ
て
を
見
て
く
だ

さ
い
」
で
す
。

　
メ
イ
ン
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
在
学
生
が
本
学
に
入
学
し
た

理
由
・
現
在
勉
強
し
て
い
る
こ
と
・
下
宿
生
活
・
ク
ラ
ブ
活
動
・
ア
ル

バ
イ
ト
な
ど
の
学
生
生
活
を
紹
介
す
る
「
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
」、
大
学
な
ら

で
は
の
授
業
を
体
験
で
き
る
「
ゼ
ミ
体
験
」、
情
報
施
設
や
体
育
館
・
図

書
館
・
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
学
習
環
境
を
見
学
す
る
「
キ
ャ
ン
パ
ス

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
」
な
ど
様
々
な
企
画
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
マ
ン
ス
リ
ー
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
個
別
に
皆
さ

ん
の
知
り
た
い
こ
と
に
お
答
え
し
、

見
た
い
と
こ
ろ
に
ご
案
内
し
ま
す
。

大
学
選
び
の
一
歩
と
し
て
岐
阜
経

済
大
学
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

出
向
者

2
0
1
1
年
4
月
1
日
付

柿
本 

国
弘 

経
済
学
部
教
授

但
馬 

末
雄 

経
済
学
部
教
授

鈴
木

　
誠 

経
済
学
部
教
授

神
谷

　
拓 

経
営
学
部
准
教
授

青
山 

博
光 

教
務
課
主
幹

河
出 

裕
智 

キ
ャ
リ
ア
支
援
課
長

三
尾 

美
紀 

学
生
課
主
幹

（
保
健
室
勤
務
）

大
脇 

敬
太 

嘱
託

（
学
生
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
室
）

退

　
職

菱
沼 

公
嗣 

経
営
学
部
講
師

（
特
別
任
用
教
員
）

任
用
期
間

　
2
0
1
0
年
7
月
1
日
〜

2
0
1
1
年
3
月
31
日

任
用
期
間
満
了
2
0
1
1
年
3
月
31
日
付

2
0
1
1
年
3
月
31
日
付

佐
藤 

八
千
子 

経
済
学
部
教
授（
准
教
授
）

安
村 

千
春 

教
務
課
長（
教
務
課
長
補
佐
）

大
橋 

雄
一 

教
務
課
主
査（
教
務
課
主
事
）

尾
崎 

和
美 

総
務
課
主
査（
総
務
課
主
事
）

釣
餌 

丈
志 

キ
ャ
リ
ア
支
援
課
長

（
教
務
課
長
）

大
江 

春
彦 

教
務
課
主
査（
総
務
課
主
査
）

杉
本 

孝
行 

教
務
課
主
事

（
入
試
広
報
課
主
事
）

昇
格・配
置
転
換
2
0
1
1
年
4
月
1
日
付

柿
本 

国
弘 

経
済
学
部
教
授

但
馬 

末
雄 

経
済
学
部
教
授

名
誉
教
授

2
0
1
1
年
4
月
1
日
付

教
職
員
人
事

新
規
採
用

2
0
1
1
年
4
月
1
日
付

勝田 美穂
経済学部教授
法政大学大学院
社会科学研究科
博士後期課程修了

菊本　舞
経済学部准教授
金沢大学大学院

社会環境科学研究科
博士後期課程修了

塚谷 文武
経済学部准教授

大阪市立大学大学院
経済学研究科

後期博士課程修了

伊藤 範子
学生課主査

（保健室勤務）
浜松医科大学大学院
医学系研究科修了

冨永 和哉
総務課主事
富山大学卒業

棚橋 智彦
財務課長補佐
早稲田大学卒業

松原 千里
教務課主事

岐阜経済大学卒業

石坂 信一郎
経営学部准教授
専修大学大学院
商学研究科
修士課程修了

今井 良幸
経済学部講師

名城大学法学研究科
博士後期課程修了

伊藤 嘉人
経営学部講師

日本体育大学大学院
体育科学研究科
博士前期課程修了

川﨑 千明
スポーツ指導職員
日本体育大学大学院
博士前期課程修了

勝俣  康之
嘱託（学生課スポーツ振興室）
順天堂大学大学院

スポーツ健康科学研究科
博士前期課程修了

長瀬　信
キャリアアドバイザー

田中 俊彦
入試広報課長補佐
関西学院大学卒業

布本 俊一
キャリアアドバイザー

オープンキャンパスを開催しますオープンキャンパスを開催します2011
年度

●メインオープンキャンパス

●大学祭オープンキャンパス
●クリスマスオープンキャンパス
●マンスリーオープンキャンパス

●スプリングオープンキャンパス

7/10（日）、7/31（日）、8/21（日）、
9/11（日）、10/9（日）
11/19日（土）、11/20（日）
12/23（金・祝）
4/16（土）、5/21（土）、6/18（土）、
2012年1/21（土）、2/11（土・祝）
2012年3/20（火・祝）

日 程 （時間：■：■～■：■）

2011年度親和会総会・
父母懇談会を開催します！

　
ご
父
母
の
皆
さ
ま
と
大
学
と
の

相
互
理
解
を
深
め
る
た
め
、
今
年

も
親
和
会
と
の
共
催
に
よ
る
父
母

懇
談
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
当
日
は
大
学
の
近
況
、
成
績
及

び
就
職
に
関
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
の

ほ
か
、
日
ご
ろ
の
疑
問
点
や
悩
み

を
直
接
お
聞
か
せ
い
た
だ
く
個
別

懇
談
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
同
郷
の
ご
父
母
の

皆
さ
ま
同
士
の
つ
な
が
り
も
深
め

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
今
年
も
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

会場一覧

開 催 日

地　　区

会　　場

開始時刻

6 / 18（土） 7/ 3（日）6 / 26（日）

本学会場 富山会場沖縄会場

総　　　会：10時
父母懇談会：11時 13　時11　時

岐阜経済大学
大垣市北方町5-50
☎0584-77-3511

パレブラン高志会館
富山市千歳町1-3-1
☎076‐441‐2255

ホテルJALシティ那覇
那覇市牧志1-3-70
☎098-866-2580

（設置届出済）

78
vol.

Vol.78
発
行
／
岐
阜
経
済
大
学
企
画
広
報
課
　
発
行
日
／
2011年

6月
1日
　
印
刷
／
サ
ン
メ
ッ
セ
株
式
会
社

岐
阜
経
済
大
学
　
〒
503-8550 岐

阜
県
大
垣
市
北
方
町
5-50　

TEL.0584-77-3534　
FAX.0584-81-7807　

U
RL http://w

w
w
.gifu-keizai.ac.jp/　

E-m
ail  kikaku@

gifu-keizai.ac.jp
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